
 

大学院生＆研究員 受賞者

R.6

09
19

錯体化学会 第74回討論会  
ポスター賞
「金ナノクラスター触媒によ
るアミンの光酸化アルキニル
化反応 : in-situ配位子交換に
よる活性種の発生」

井芹 建太
元素科学国際研究センター
有機分子変換化学
博士後期課程2年

第44回有機合成若手セミナー  
優秀研究発表賞
「金25核ナノクラスターの
二重触媒作用によるアミン
とアルキンの脱水素クロス
カップリング反応」

R6

08
01

LEE, Hyunji
物質創製化学研究系
精密無機合成化学
博士後期課程1年

ナノ学会第22回大会  
若手優秀ポスター発表賞
「PtSnナノ粒子の合成と可
視局在表面プラズモン共鳴
特性」

R.6

05
24

WU, Beiling
元素科学国際研究センター
有機分子変換化学
博士後期課程2年

令和6年度 第1回 
資源循環共創会議  
優秀ポスター賞
“Synthetic Study and 
Characterization of 
Urushiol Derivatives via 
Iron-Catalyzed Cross-
Coupling Reactions”

R.6

06
17

渡邊 航
物質創製化学研究系
精密有機合成化学
博士後期課程1年

第58回有機反応若手の会  
Chemistry Letters 
Young Researcher 
Award
「α-ボリル-α-シリルアルキ
ルアミンの合成と応用」

R.6

06
20

ZHANG, Ruixuan
バイオインフォマティクスセンター
化学生命科学
博士後期課程3年

Viruses of Microbes 
2024 Best Archaeal 
and Eukaryotic 
Viruses Poster 
Presentation
“A giant virus creates 
its own subcellular 
enviroment to overcome 
the codon-trna mismatch”

R.6

07
19

足立 裕太
複合基盤化学研究系
分子集合解析
修士課程2年

第98回マテリアルズ・
テーラリング研究会  
優秀賞
「イソトリアザトルキセン誘
導体を正孔回収材料に用い
たペロブスカイト太陽電池」

R.6

08
03

R.6

09
26

第13回 有機分子・ 
バイオエレクトロニクスの未来を拓く
若手研究者討論会  
ベストプレゼンテーション
アワード
「構造解析に基づいた液晶性
有機半導体薄膜のアニール条
件最適化」

岡 昂徹
環境物質化学研究系
分子環境解析化学
博士後期課程1年

日本分析化学会近畿支部 
第18回夏季セミナー  
優秀ポスター賞
「液晶性有機半導体薄膜の最
適なアニール条件」

R.6

08
06 大貫 友椰

環境物質化学研究系
分子環境解析化学
修士課程1年

日本分析化学会近畿支部 
第18回夏季セミナー  
特別ポスター賞
「PTFEの凝集構造解体前後
の赤外スペクトルの変化の
解析」

R.6

08
06

原田 布由樹
複合基盤化学研究系
分子集合解析
博士後期課程1年

第21回「次世代の太陽光発電システム」 
シンポジウム 
Innovative PV 奨励賞
「イミダゾール誘導体を用い
た大面積スズペロブスカイ
ト薄膜の成膜法開発」

R.6

08
28

R.6

11
15

太陽光発電国際会議 PVSEC-35 
Poster Award
“Large-area fabrication 
of tin halide perovskite 
films for solar modules 
by imidazole additives”

荒木 泰介
環境物質化学研究系
分子環境解析化学
修士課程2年

Analytical Sciences 
Hot Article Award
“Molecular 
symmetry change of 
perfluoro-n-alkanes in 
ʻPhase I’ monitored by 
infrared spectroscopy”

R.6

09
15

SHEN, Yufan
元素科学国際研究センター
先端無機固体化学
博士後期課程3年

第56回（2024年春季）応用物理学会 
講演奨励賞
“Ultrathin Freestanding 
Membranes of 
Ferroelectric Hafnia”

R.6

17
09

内田 大地
物質創製化学研究系
有機元素化学
博士後期課程2年

第34回基礎有機化学討論会  
Oral Presentation 
Prize
「1,2,4,5-テトラゲルマシク
ロヘキサ-1,4-ジエンの合成
と性質」

R.6

13
09「
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植木 隆太
環境物質化学研究系
水圏環境解析化学
博士後期課程3年（令和6年3月修了）

日本地球化学会 第71回年会  
GJ学生論文賞
“Distributions of 
zirconium, niobium, 
hafnium, and 
tantalum in the 
subarctic North 
Pacific Ocean revisited with a refined 
analytical method”

R.6

09
19

R.6

09
19

錯体化学会 第 74回討論会  
Poster Prize from 
Dalton Transactions
“An Icosahedral 55-Iron-
Atom Nanocluster 
Paired with an 
Octahedral 6-Iron-Atom 
Cluster: Isolation and 
Characterization”

田中 奏多
元素科学国際研究センター
錯体触媒変換化学
博士後期課程1年

錯体化学会 第 74回討論会  
ポスター賞
“An Icosahedral 55-Iron-
Atom Nanocluster 
Paired with an 
Octahedral 6-Iron-Atom 
Cluster: Isolation and 
Characterization”

R.6

09
19

太田 健治
物質創製化学研究系
精密有機合成化学
博士後期課程3年

8th UK-Japan 
Catalysis Meeting 
Chemistry Letters 
Young Researcher 
Award
“Synthesis of tert-
Alkylphosphonate 
Oligonucleotides through Light-
Driven Radical-Polar Crossover”

R.6

09
26

瀬古口 真帆
先端ビームナノ科学センター
複合ナノ解析化学
修士課程1年

2024年度日本顕微鏡学会 
若手シンポジウム  
優秀ポスター賞
「ヤマトタマムシの翅にみら
れる多層膜のSTEM-EELS
による屈折率測定」

R.6

10
17道端 惇也

生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程3年

日本ペプチド学会 第61回ペプチド討論会  
若手口頭発表賞
“Polysaccharides 
modified with attenuated  
cationic lytic peptides:  
formation of microparticles 
and their use in cytosolic 
antibody delivery”

R.6

10
31

XIE,Lingling
元素科学国際研究センター
先端無機固体化学
博士後期課程3年

iWOE-30 2024  
Poster prize
"Impact of interfacial 
proton accumulation on 
protonation in SrCoO2.5 
oxides"

R.6

09
30

清川 めぐみ
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
修士課程1年

日本ペプチド学会 第61回 
ペプチド討論会 ポスター賞
“Development of 
antibody scaffolds for 
coacervate formation 
with attenuated cationic 
amphiphilic lytic 
peptide trimers and 
cytosolic delivery of IgG 
antibodies”

R.6

10
31

R.6

11
15

遺伝子・デリバリー研究会  
熊本カンファレンス 
2024  
優秀ポスター発表賞
「コアセルベートによる負電
荷タグ修飾抗体の細胞内送達」

吉川 あゆみ
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
修士課程1年

遺伝子・デリバリー研究会  
熊本カンファレンス
2024  
優秀ポスター発表賞
「核酸分子を含むコアセル
ベートの創製と細胞内送達」

R.6

11
15

山崎 太輔
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
修士課程2年

第74回日本薬学会 
関西支部総会・大会  
優秀賞
「TDP-43による液―液相分
離の制御に向けた抗体の細
胞内導入と機能解析」

R.6

10
18

佐藤 弘毅
環境物質化学研究系
分子材料化学
博士後期課程2年

ICEL 2024  
ICEL Poster Award 2024
“Understanding of 
Charge Transport 
in a Doped OLED 
Emitter Layer Through 
Molecular-Level 
Analysis by Multiscale 
Simulation”

R.6

15
11

R.6

11
22

A-COE 2024  
Best Poster Presentation Award
“Highly luminescent 
pentaazaphenalene 
based delayed 
fluorescence emitters 
by allowing forbidden 
transition”

保田 悠花
環境物質化学研究系
分子材料化学
修士課程2年

ICEL 2024 Poster Prize  
from Materials Advances
“Conversion of 
Non-Emissive 
Pentaazaphenalene to 
Highly Luminescent 
Delayed Fluorescence 
Emitter by Breaking 
Forbidden Transition”

R.6

11
15
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大学院生＆研究員 受賞者

受賞者

関西繊維科学奨励賞
「ボトルブラシポリマーの構造制御と液晶デバイスへの応用」

繊維及びその周辺領域に関連する科学・技術に関する業績をもとに、今後の研究、開発
の進歩発展が期待できる若手研究者に授与される賞。

R.6

01
29

助教
黄瀬 雄司

第40回 井上研究奨励賞
「鉄触媒C-H/C-Hカップリングによる機能性低分子及び高分子の合成」

自然科学の分野で過去3年の間に博士の学位を取得した37歳未満の研究者で、優れた
博士論文を提出した研究者に授与される賞。

R.6

02
02

助教
道場 貴大

第5回 小林賞

医学、薬学、農学、工学、理学などの生命科学に関する諸分野において、独創的な研
究を行い、顕著な成果を挙げ、さらにその後も当該研究分野の発展が期待される国内
の研究者に授与される賞。

R.6

02
29

特任教授
金久 實

教授
大宮 寛久

理研栄峰賞
「世界初のオンライン生成不安定原子標的を用いた電子散乱の成功」
「著名若しくは重要な賞の受賞に値する又はその受賞に繋がることが大いに

期待される研究開発業績 」又は「社会に強い影 響を与えた研究開発業績 」を
挙げた者に授与される賞。

R.6

03
12

第20回 日本学術振興会賞
「一電子移動を誘起する有機触媒の開発と

ラジカル的共有結合形成反応の精密制御」
人文学、社会科学及び自然科学の全分野におい
て、原則45歳未満で博士又は博士と同等以上の学
術研究能力を有する者のうち、論文等の研究業績
により学術上特に優れた成果をあげている研究者
に授与される賞。

第20回 日本学士院学術奨励賞
「一電子移動を誘起する有機触媒の開発と

ラジカル的共有結合形成反応の精密制御」
日本学術振興会賞受賞者の中から、優れた研究成
果をあげ、今後の活躍が特に期待される若手研究
者に対して授与される賞。

R.6

03
07

R.6

03
07

教授
若杉 昌德
准教授
塚田 暁

日本化学会秋季事業 
 第13回 CSJ 化学フェスタ2023 
優秀ポスター発表賞

「配列選択的かつタイミング
制御可能な RNA 脱メチル化
ツールの創出」

11R.5 30

音成 兼光
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程3年

Quantum Innovation 2023 
Poster Presentation Award for 
Young Researcher

“Control of impurity 
incorporation into CVD 
diamond toward long 
coherence time of the 
NV center by optimizing 
pressure”

12R.5 05

川瀬 凜久
材料機能化学研究系
無機フォトニクス材料
博士後期課程2年

日本結晶成長学会 
第52回 結晶成長国内会議 
学生ポスター賞

「低温蒸着法によるアルキル
側鎖を有する有機半導体の結
晶配向制御」

12R.5 25

杉本 恵美
環境物質化学研究系
分子環境解析化学
修士課程2年

京都大学 令和5年度 
理学研究科銀楓賞

「表面弾性波による直流バー
ネット磁場の生成」

02R.6 28

多賀 光太郎
材料機能化学研究系
ナノスピントロニクス
博士後期課程3年

日本化学会 
第104春季年会（2024）  
学生講演賞

“Highly ordered L10-type 
Pt-M-Zn Nanoparticles 
for Electrocatalysts”

04R.6 16

TIAN, Wu
物質創製化学研究系
精密無機合成化学
博士後期課程3年
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第76回 日本化学会賞
「特徴的トポロジーを持つ中・高分子の精密合成と物性・機能の解明」

化学の基礎または応用に関する貴重な研究をなし、その業績が特に優秀な者に授与
される賞。

R.6

03
19

教授
山子 茂

日本化学会 第73回 進歩賞
「有機電子供与体の触媒的発生を基軸とした新規合成反応の開発」

化学の基礎または応用に関する優秀な研究業績をあげ、授賞対象となる分野に強く関連
する論文を、Bull.Chem.Soc.JapanまたはChem.Lett.に1報以上発表し、37歳未
満の者に授与される賞。

R.6

03
19

准教授
長尾 一哲

日本化学会 第104春季年会（2024） 
若い世代の特別講演証

「合成金属-硫黄クラスターを利用した酵素の
生化学的解析と小分子還元反応」
次代の化学および化学技術をさらに活性化するため、
意欲的に研究を行っている40歳以下の若手研究者
に設けられた特別講演の機会および特別講演証。

R.6

03
20

助教
谷藤 一樹

粉体粉末冶金協会 第48回（令和5年度）研究進歩賞
「強酸化条件下での合成を用いた新奇遷移金属酸化物の開拓」

粉体・粉末冶金に関する優秀な基礎的研究をなした者で、独創性があり理論
的評価の高い研究を行った者に授与される賞。

R.6

05
21

ナノ学会 第22回 Nanoscale Horizons Award
「元素間相溶性により安定化された前例のない規則合金相ナノ粒子」

ナノサイエンス、ナノテクノロジー分野において独創的で質の高い研究成果を挙げ、
当該年度のナノ学会大会で優れた口頭発表を行なった若手研究者に授与される賞。

R.6

05
23

特定助教
松本 憲志

文部科学省 令和6年度科学技術分野の
文部科学大臣表彰 若手科学者賞

「金属-硫黄クラスターによる酵素機能と
触媒応用に関する研究」
萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度
な研究開発能力を示す顕著な研究業績をあげた
40歳未満の若手研究者に授与される賞。

R.6

04
17

教授
島川 祐一

助教
後藤 真人

日本ペプチド学会  
EPS/IPS  
Travel Award

04R.6 16

栗山 理志
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程3年

日本化学会 
第104春季年会（2024）  
学生講演賞

「ダブルペロブスカイト酸化
物 RBaFe2O6における逐次
相転移の希土類金属依存性」

04R.6 16

飯星 眞
元素科学国際研究センター
先端無機固体化学
博士後期課程3年

日本薬学会 
第144年会 学生優秀発表賞 

（ポスター発表の部）

「グアニン四重鎖（G4）構造
選択的なペプチドプローブの
スクリーニング」

04R.6 23

井田 南加
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程2年

日本薬学会 
第144年会 学生優秀発表賞 

（口頭発表の部）

「SARS-CoV-2 Spike 
Protein 搭載細胞外小胞によ
る細胞選択的かつ高効率な細
胞内送達」

04R.6 23

中川 優奈
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程2年

日本セラミックス協会 2024年年会
最優秀ポスター賞

「結晶多形 BaFeO3の酸素脱
離・吸収と結晶構造変化」

05R.6 16

渡邊 澪
元素科学国際研究センター
先端無機固体化学
博士後期課程2年
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2

21
Poster Award
Observation of 

mode splitting 
by magnon-
magnon coupling 
in synthetic 
antiferromagnets

R.5

05
10

R.5

05
13

21

2

5
Best Poster Presentation

NV ODMR
R.5

05
19

3

31

R.5

05
25

The 13th International Polymer 
Conference IPC 2023 Poster 
Award: Langmuir Award
Hydration 

and Anti-Icing 
Properties of 
Hydrophilic 
Concentrated 
Polymer Brushes

R.5

07
21

2

24 RNA

Development of higher 
sequence-selective and 
timing-controlled m6A 
demethylation tool

R.5

07
07

96

6A
R.5

10
31

3

33

Circularly Polarized 
Luminescence 
Properties of Dibenzo[7]
helicenes and Single 
Crystal Structures 
Depending on the Position 
of Benzo Annulation

R.5

09
14

BCSJ Award for Poster 
Presentation
Non-Linear Molecular 

Spring Properties of a 
Dibenzo[c,u][7]helicene 
Derivative Derived from 
Intramolecular Non-
Covalent Interactions

R.5

10
06

1

57

GeR.5

08
12

2

Innovative PV R.5

08
31

33

R.5

09
14

3

43
R.5

05
31

Chemistry BCSJ Award 
for Poster Presentation
Synthesis of Topological 

Block Polymers by 
Organotellurium-
Mediated Emulsion 
Polymerization in Water

R.5

06
09

2

2023 

R.5

06
20

R.5

10
31

96

60

O
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3 5 3

54 2023

Electrical detection 
of antiferromagnetic 
dynamics in GdCo 

a 154 GHz gyrotron 
irradiation

R.5

09
19

1

54 2023

R.5

09
19

The 2nd International Research 
Center Seminar on 
Nanocarbon 
Poster Prize
Molecular-Level 

Analysis of Charge 
Traps in An Organic 
Amorphous Film by 
Multiscale Simulation

R.5

10
06

2

78 2023
3

NiFeR.5

10
14

2

78 2023
5

ABX3
R.5

10
14

2

24

R.5

10
20

1

50

R.5

12
09

1

24

SARS-CoV-2 S
R.5

10
20

2

5

R.5

12
15

1

R.5

10
25

2

74

R.5

10
31

ZHU, MengshanZHU, Mengshan

3

96

A predicted glycosyl 
transferase plays 
a crucial role in 
the biogenesis of 
extracelluar membrane 
uesicles of Shewanella 
vesiculosa HM13

R.5

10
31

2

69

2-
Reducing Activity by 
[Mo3S4M] (M = Fe, Co, 
Ni) Cubes

R.5

09
27

FARRAG, Asmaa Mostafa Abdelbari Soliman

2

R.5

09
29

13 iCeMS
Excellent Poster Prize
Real-Time 

Monitoring of 
Biomolecular 
Condensates' 
States

60

O
BAKU
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大学院生＆研究員 受賞者

この度、黄檗59号を担当させていただきました。化研で
は様々な最先端研究が展開されていることから、（全ての記
事を理解することは難しいのですが）楽しみながら編集業
務を進めることができました。また、本号には学生座談会が
掲載されていますが、多様な背景を持つ学生の皆さんが、
昼夜を問わず研究に没頭できる環境があるということが、
化研の大きな魅力であると再認識しました。
取材や原稿作成にご協力いただいた皆様に心より感謝申
し上げます。次号もお楽しみに！ （文責：増口 潔）

● 化学研究所 担当事務室
廣中 理絵、服部 緑、山岡 秀香、谷 亜美

● 化学研究所 広報企画室
畑 恵梨、武田 麻友、岩城 佳耶奈、桂 聖賀、平井 菜穂

● 化学研究所 広報委員会『黄檗』担当編集委員
大木 靖弘、水落 憲和、増口 潔、松宮 由実

4月から化学研究所事務長として勤務しております、廣中です。以前にも
宇治キャンパスで勤務した経験があり、2000年の事務部統合に関わり、
4研究所合同の外部資金プロジェクトの事務を担当しておりました。当時
の先生方が目指しておられたことが今はすっかり浸透し、その思いが生き
ていると感じ、再びここで勤務できることになり、感慨深い思いです。
化学研究所は2026年に100周年を迎える歴史ある研究所です。実際に

業務に携わってみて、「迫力」のようなものを感じています。伝統を大切に継
承していく強さと、新しいことを柔軟に取り入れていく土壌があり、まさに
今の時代の理想を追求されているように思います。研究領域を横につなぐ
イベントもたくさんあり、チームワークが良いことも強みだと感じます。
私も、「化研」からのパワーをいただきながら、強く、そしてやわらかく、
できる限りお役に立てるよう力を尽くしたいと思います。どうぞよろしく
お願いします。

「化研」の迫力を感じて

化学研究所事務長（兼 宇治地区事務部総務課長）　廣中 理絵

編集委員

編集後記

事務部だより

髙浪滿先生は、令和4年9月25日に逝
去されました。享年93。
先生は、昭和27年京都大学理学部を卒業、

同28年3月同大学理学部助手、同37年5月
広島大学原爆放射能医学研究所助教授を経
て、同42年3月京都大学化学研究所教授に
就任されました。この間、昭和36年12月に理学博士（京都大学）を取
得、同38年9月より同41年8月までアメリカ合衆国ブルックヘブン
国立研究所ならびにカリフォルニア大学宇宙空間研究所で在外研
究をされました。昭和56年4月より平成5年3月まで化学研究所附属
核酸情報解析施設長、昭和63年4月より平成2年3月まで化学研究所
長を併任され、平成5年3月停年により退官の後、同年4月に京都大学
名誉教授の称号を授与されています。
先生は長年にわたり分子生物学の教育・研究に従事される傍ら、
関連研究者とともに日本分子生物学会の設立に尽力され、昭和62年
4月より平成元年3月まで同学会会長を務められました。また、平成6
年4月より同9年8月まで財団法人かずさDNA研究所の初代所長を
務められ、DNA Research誌をDNA研究の国際学術誌として世界
に先駆け創刊されています。先生の研究は、一貫して核酸の構造解
析を基盤として生物の様々な現象の分子機構に迫るものであり、わ
が国の分子生物学の創成期において先導的役割を果たされました。
タンパク質生合成の初期反応の研究、転写開始領域（プロモーター）
の構造と機能に関する研究などは特筆すべきものとして挙げられ
ます。また、fdファージの全塩基配列の決定によりゲノム科学の
先鞭をつけられるとともに、大腸菌複製開始領域の構造と機能の研
究、高発ガン性アデノウイルス12型の発ガン遺伝子の構造決定、土
壌細菌Bacillus thuringiensisが合成する昆虫毒素（Bt毒素）遺伝
子の構造決定など、多くの重要遺伝子の構造研究に携わり、多大な
成果を収められました。さらに、DNA研究関連の技術開発、DNA
塩基配列決定法を含む遺伝子組換え実験技術の普及、バイオ産業の
育成などを通じて、わが国の生命科学研究分野の発展に多大な貢献
をされました。

令和4年11月23日、松本（刈込）美和子さん（元広報室員・金久
研究室職員）がご逝去されました。謹んで哀悼の意を表します。

岡 昂徹
環境物質化学研究系 分子環境解析化学
修士課程2年

12
14

R.4 日本結晶成長学会 
第51回結晶成長国内会議 学生ポスター賞
「液晶性有機半導体材料のアルキル側鎖長に依存する
薄膜中のポリモルフィズム」

道端 惇也
生体機能化学研究系 生体機能設計化学
博士後期課程2年

04
25

R.5 日本薬学会 第143年会  
学生優秀発表賞（口頭発表の部）
「高分子送達ペプチドを修飾した多糖による 
液-液相分離と抗体のサイトゾル送達への応用」

中川 優奈
生体機能化学研究系 生体機能設計化学
博士後期課程1年

03
24

R.5 令和4年度 京都大学大学院  
薬学研究科修士論文 優秀発表賞
「マクロピノサイトーシス誘導ペプチドによる 
細胞外小胞の細胞内送達」

03
02

R.5 Microscopy Conference 2023 
Best Poster Award
「Different Image Contrasts between Atomic  
Resolution HAADF and EELS Mapping in Rutile TiO2」

岩清水 千咲
先端ビームナノ科学センター 複合ナノ解析化学
博士後期課程3年（令和5年3月修了）

03
31

R.5 日本物理学会 2023年春季大会  
学生優秀発表賞（領域５）
「励起偏光操作によるGaAsからの高次高調波制御: 
高調波強度の増強と非線形光学活性の発現」

坂本 実
元素科学国際研究センター 光ナノ量子物性科学
修士課程2年（令和5年3月修了）

02
01

R.5 文部科学省マテリアル先端リサーチインフラ 
令和4年度 技術支援貢献賞
「透過型電子顕微鏡による微細構造解析支援」

清村 勤
先端ビームナノ科学センター 複合ナノ解析化学
特定研究員

訃
報

髙浪 滿 名誉教授 ご逝去

訃
報
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09
R.4

22
第32回基礎有機化学討論会 ポスター賞

「両末端に1,2,5-チアジアゾール部位を有する
ヘリセン誘導体の合成および光学的性質の評価」

張 政
物質創製化学研究系　
構造有機化学 博士後期課程2年

大学院生＆研究員 受賞者

10
R.4

08
第72回⽇本薬学会関⻄⽀部総会・⼤会 優秀⼝頭発表賞

「マクロピノサイトーシスに関与する新規遺伝子の探索」

吉江 俊介
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 修士課程1年

10
R.4

28
第59回ペプチド討論会 Excellent Stone Award

「Identification of biomolecules that contribute to the activity 
of the cytosolic delivery peptide L17E」

栗山 理志
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 博士後期課程1年

11
R.4

11
第95回日本生化学会大会 若手優秀発表賞

「RNA脱メチル化酵素 FTOの阻害剤スクリーニングと
FTOの活性におけるL-アスコルビン酸の寄与」

田中 和無爲
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 修士課程2年

10
R.4

14
令和4年度日本分光学会年次講演会 若手講演賞

「赤外分光法で解明する液晶性有機半導体材料の
ポリモルフィズム」

岡 昂徹
環境物質化学研究系　
分子環境解析化学 修士課程1年

11
R.4

07
第45回フッ素化学討論会 優秀ポスター賞

「パーフルオロポリエーテル系自己組織化単分子膜の
構造及び物性の解析」

酒向 信明
環境物質化学研究系　
分子環境解析化学 修士課程1年

08
R.4

30
第19回「次世代の太陽光発電システム」シンポジウム 

（第2回日本太陽光発電学会学術講演会）Innovative PV 奨励賞
「シクロオクタテトラインドール骨格を用いたテトラポッド型正孔回収単分子膜材料の開発」

舟崎 司
複合基盤化学研究系　
分子集合解析 修士課程2年

11
R.4

17
33rd International Photovoltaic Science 
and Engineering Conference (PVSEC-33) "Student Award"

「Interfacial Modifications for Efficient Tin–lead Perovskite Solar Cells」

Hu, Shuaifeng
複合基盤化学研究系　
分子集合解析 博士後期課程3年

11
R.4

11
第95回日本生化学会大会 若手優秀発表賞

「細胞外膜小胞への積荷タンパク質輸送に関与する
表層糖鎖合成酵素ホモログの機能」

都築 大空
環境物質化学研究系　
分子微生物科学 博士後期課程1年

10
R.4

12
2022年度顕微鏡学会若手シンポジウム 優秀ポスター賞

「Coupling of surface plasmon of Ag nanorods
 and exciton under various conditions」

風間 大輝
先端ビームナノ科学センター　
複合ナノ解析化学 修士課程2年

09
R.4

16
Design, synthesis and application of next-generation
organic semiconductors symposium "Materials Horizons Prize"

「合成とデバイスの真の融合 による基礎有機デバイス化学国際研究拠点」

平田 沙弥
材料機能化学研究系　
高分子制御合成 修士課程2年

05
R.4

22
ナノ学会第20回大会 若手優秀ポスター発表賞

「硫黄ナノ粒子における発光のサイズ依存性」

宮地 洸輔
物質創製化学研究系　
精密無機合成化学 修士課程2年

05
R.4

27
量子生命科学会第4回大会 Best presentation award

「Temperature sensing with Germanium-vacancy (GeV)
 nanodiamond synthesized by detonation method」

付 海寧
材料機能化学研究系　
無機フォトニクス材料 修士課程2年

09
R.4

07
令和４年度 日本磁気学会 論文賞

「Low Current Driven Vertical Domain Wall Motion Memory
 with an Artificial Ferromagnet」

洪 鈺珉
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス 博士後期課程3年（受賞時）

09
R.4

20
第52回応用物理学会 講演奨励賞

「ハライドペロブスカイトナノ粒子における
励起子格子相互作用」

張 健一
元素科学国際研究センター　
光ナノ量子物性科学 博士後期課程2年

09
R.4

21
第73回 日本化学会コロイドおよび界面化学討論会 ポスター賞

「Agコロイド結晶のone-pot合成」

朱 凌愷
物質創製化学研究系　
精密無機合成化学 修士課程2年

09
R.4

07
令和４年度 日本磁気学会 論文賞

「Estimation of Magnetic Domain Size in Chiral Antiferromagnet
 Mn3Ir by the Anomalous Hall Measurements」

小林 裕太
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス 博士後期課程2年

09
R.4

22
第32回基礎有機化学討論会 ポスター賞

「TbtCH2基を有するゲルミレンの新規な開裂反応を利用した
ジクロロメチルジハロゲルマンの合成とその還元反応」

内田 大地
物質創製化学研究系　
有機元素化学 修士課程2年

「
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ご提供いただいた記事を拝見し、皆様の近況をつ
ぶさに覗うことができました。近年、情報発信・収
集の手段は多様化しており、コロナ禍でその傾向は
加速しているような気がします。その中においても、
この様に手に取って見れる「黄檗」はとても貴重で
あると再認識しました。今回、無事発刊の運びとな
りましたことを、広報室の皆様をはじめ、関係者の
方々に厚く御礼申し上げます。今後とも「黄檗」を
よろしくお願いいたします。

（文責：森山 貴広）

編集後記

● 広報委員会 黄檗担当編集委員
上杉 志成、水落 憲和、森山 貴広、湯本 郷

● 化学研究所 担当事務室
井上 忠士、中川 秀樹、山岡 秀香、谷 亜美
● 化学研究所 広報企画室
高石 茉耶、畑 恵梨、武田 麻友

編集委員

 

令和3年4月から研究協力課長として在職しております森下と申します。
平成8～10年度に化学研究所経理掛にてお世話になっておりました。
当時は科学技術基本計画が策定され、科学技術予算の増額にみんなが期待
している時期でもありました。初年度に科学研究費補助金を担当しました
ところ先生方からのお問合せも多く、直接お話しする機会にも恵まれたため、
化学研究所の雰囲気に馴染むのに時間はかかりませんでした。また、研究
室対抗のレクリエーションに事務室も参加し、ソフトボールやテニスなど
を通じ仕事抜きの先生や学生さんと交流が持てたことなど、懐かしい想い
出がたくさんあります。
あれから20年以上経過し、再び宇治地区勤務となりました。政府系の競
争的研究費が整備されていく一方、近年では研究インテグリティの確保や
安全保障輸出管理など、研究する側の責任も厳格化されてきています。
先生方がなるべく研究に集中できるように研究協力課も微力ながら支援
に努めてまいりますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

事
務
部

だ
よ
り

化学研究所では広報業務の機能強化を図るため、広報室と国際広報室を統合し、2022年4月1日から
「化研広報企画室」を設置いたしました。今後も更なる広報活動の充実に向けて、邁進いたします。

化研広報室が
化研広報企画室になりました

上田國寛先生は、令和3年9月5日逝去され
ました。享年81。
先生は、昭和40年京都大学医学部を卒業、
1年間同附属病院でインターンの後、医学研究
科博士課程に進学、同45年3月に同課程単位取
得退学、同48年5月には医学博士の学位を取得
されました。昭和45年9月に京都大学化学研究
所助手（医学部助手併任）に採用され、同56年 
3月医学部講師、同60年10月医学部助教授を経て、平成6年4月より化
学研究所教授に就任し、生体反応設計研究部門Ⅲを担当されました。
平成16年3月に定年退職され、同年4月に京都大学名誉教授の称号を受
けられました。その後、神戸常盤大学の学長を10年間務められました。
先生は長年にわたり、自ら発見した第三の核酸ポリ（ADP-リボース）

上田 國寛 名誉教授 ご逝去

とこれによる核蛋白質の修飾［ポリ（ADP-リボシル）化］の基礎およ
び臨床研究に従事されました。世界でこの分野の研究に先導的役割
を果たし、最初の単行本“ADP-RibosylationReactions”を編集し、
著名な総説誌Annual Review of Biochemistryに2回執筆の機会を
与えられるとともに、その業績に対して、日本生化学会奨励賞、
日本ビタミン学会賞等を授与されました。一方、昭和60年臨床検査
医学の助教授となって以降、臨床領域の遺伝子診断にも先駆的に取り
組み、アルツハイマー病やパーキンソン病に特徴的な遺伝子多型や
変異、遺伝子発現の変化を発見、遺伝子診断への道を開き、日本遺
伝子診療学会の理事長も務められました。また、平成6年から9年間
日本学術会議研究連絡委員、平成12年から厚生(労働）省「ヒトゲノム
解析研究に関する共通指針（案）」検討委員会の委員を務め、研究行
政面にも貢献されました。

訃報

令和4年2月25日（金）、令和3年度の大学院生研究発表会が開催されま
した。今年度は昨年に引き続きzoomでのオンライン発表となり、博士課
程学生18名、修士課程学生46名、合計64名の発表が行われました。研
究所教員による厳正な審査の結果、オーラル大賞（博士課程）・ポスター
大賞（修士課程）が右記の方々に授与されました。どの発表においても
化学研究所らしい多様な研究分野の最新の研究成果が紹介され、活気あ
ふれる研究発表会となりました。 （令和3年度 講演委員会）

令和3年度 化学研究所 大学院生研究発表会 オーラル大賞・ポスター大賞

ポスター大賞
生体機能設計化学 音成 兼光

分子集合解析 中野 修一

オーラル大賞
精密無機合成化学 竹熊 晴香

ケミカルバイオロジー 野田 尚孝

大学院生＆研究員

05
R.4

28
05
R.4

28
02
R.4

25

中川 優奈田中 和無爲音成 兼光

受賞者
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01

過去に矢崎科学技術振興記念財団によって
研究助成を受けた研究者の中から、
優れた業績をあげた者に授与される賞。

永年にわたりレーザーに関わる
研究の発展に顕著な業績をあげ、
レーザー学会の活動に多大な
貢献をした者に送られる褒賞。

プラズモニック化学分野の学術の向上に貢献する優れた研究を行い、
「第2回次世代プラズモニック化学への挑戦」において特に優れた発表を行ったものに授与される賞。

教授
島川 祐一

助教
竹熊 晴香

04
R.4

26
06
R.4

03

03
R.4

18

プラズマ分光分析に関する優れた研究成果を得たプラズマ分光分析研究会員で、
満40才未満の者に対し授与される賞。

化学の基礎または応用に関する貴重な研究をなし、
その業績が特に優秀な者に授与される賞。

繊維学会年次大会において
優秀なポスター発表を行った者に授与される賞。

有機合成化学分野における斬新な研究の推進を促す“優れた研究の芽”であるものに対し授与される賞。

自然科学の分野で過去3年間に博士の学位を取得した37歳未満の研究者で、
優れた博士論文を提出した研究者に対し授与される賞。

王立化学会(Royal Society of Chemistry)が
化学におけるこれまでの貢献を
認めた者に授与される称号。

工学・工業の分野において顕著な業績を挙げ、
工学に関する幅広い経験と見識をもつ個人に対して
授与される称号。

アメリカ物理学会（American Physical  Society）が
刊行している学術雑誌の査読者の中から
卓越した者（Outs tand ing  Re fe ree）に対し
授与される終身称号。
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25

助教
TRUONG,Minh Anh

教授
金光 義彦

助教
久富 隆佑

我が国の科学技術の発展等に寄与する可能性の高い独創的な研究
又は開発を行った者に対し授与される賞。
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08

教授
小野 輝男

M1
高村 義朗

特任教授
時任 宣博

04
R.4

08

准教授
廣瀨 崇至

萌芽的な研究、独創的視点に立った研究等、高度な研究開発能力を示す
顕著な研究業績をあげた40歳未満の若手研究者を対象に授与される賞。

助教
黄瀬 雄司

教授
辻井 敬亘

我が国の科学技術の発展等に寄与する可能性の高い独創的な研究
又は開発を行った者に対し授与される賞。

教授 
若宮 淳志

教授 
金光 義彦

助教
高野 祥太朗

名誉教授
阪部 周二

※学生時の受賞

-Professor Emeritus-

-Specially Appointed Professor-

04
R.4

08

57 O
BAKU

18

03
R.4

10
06
R.4

01

過去に矢崎科学技術振興記念財団によって
研究助成を受けた研究者の中から、
優れた業績をあげた者に授与される賞。

永年にわたりレーザーに関わる
研究の発展に顕著な業績をあげ、
レーザー学会の活動に多大な
貢献をした者に送られる褒賞。

プラズモニック化学分野の学術の向上に貢献する優れた研究を行い、
「第2回次世代プラズモニック化学への挑戦」において特に優れた発表を行ったものに授与される賞。

教授
島川 祐一

助教
竹熊 晴香
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■ 広報委員会 黄檗担当編集委員
上杉 志成、髙谷　光、佐藤 慎一、加藤 真理子、塩谷 暢貴

■ 化学研究所 担当事務室
井上 忠士、中川 秀樹、山岡 秀香、谷　亜美

■ 化学研究所 広報室
田村 芽里、高石 茉耶、畑　恵梨、武田 麻友

本号では、長年化研を牽引されてきた時任先生と渡辺先
生にご退職に際してご寄稿いただきました。また、所長を
退任される辻井先生にインタビュー形式でお話を伺いまし
た。先生方の化研に対する想いとご尽力により、自由闊達
な研究環境と高い研究水準を誇る現在の化研の姿があるの
だなと改めて感じました。最後に、本号の発行にご協力い
ただきました皆様に御礼申し上げます。

（文責：加藤 真理子）

編集後記

編集委員

令和3年4月に宇治地区事務部長に着任いたしました廣瀨と申します。昭和57年4
月に本学に就職して以来40年目となる年にご縁をいただき、宇治地区にて初めて勤
務する事になりました。微力ではございますが、どうぞよろしくお願いいたします。
さて、本学では現在、令和4年6月に迫った創立125周年記念事業に向けて着々と
準備を整える一方で、不正事案が繰り返し発生する事態を重く見た文部科学省からは
管理条件を付される事態となり、間接経費の配分や教職員の処分等に関して、これ
まで以上に厳格な対応をとらざるを得ない状況に追い込まれています。
不正事案は、悪いことだと知りつつ行っていた例ばかりではなく、最近では、不注意や
勘違いに端を発する事案も少なからずあります。今まで大丈夫だったから、これで
良かったから、と油断することなく、本当にこれで良いのかを、今一度考えていただ
くことが、重要なのかもしれません。
不正等を疑われる事態になりますと、これまでの業績が水泡に帰することになり兼ね
ません。事務方において細心の注意を払うことは勿論のこと、差し出がましい限りですが、
先生方におかれましても、十分にご留意賜りますよう、お願い申し上げます。

初めての宇治地区での勤務にあたり
宇治地区事務部長

廣瀨 幸司

事
務
部

だ
よ
り

09
R.3

23

第31回基礎有機化学討論会 
ポスター賞

「A Role of a Hydroxy Stopper: Kinetic and
 Thermodynamic Stabilization of H2O2 Encapsulated 
inside an Open-Cage C60 Derivative」

洪　鈺珉
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス  博士後期課程3年

08
R.3

27
05
R.3

29

岩田　恭宗
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 博士後期課程1年

06
R.3 日本ケミカルバイオロジー学会 

第15回年会 ポスター賞
「液-液相分離による抗体の細胞
内送達」

05
R.3

29

第67回 日本生化学会 
近畿支部例会 優秀発表賞

「 機械受容チ ャ ネ ルPiezo1の
活性化によるマクロピノサイ
トーシス阻害」

10
R.3

09

R.3

04

The 13th Asian Conference on 
Organic Electronics (A-COE 2021) 
Student Poster Award

「A Molecular Design Achieving Very 
Fast Reverse Intersystem Crossing」

12
R.3

13

第50回結晶成長国内議会
講演奨励賞

「膜厚に依存する直鎖アルカンの
ポリモルフィズム」

11
R.3

21

11
R.3

16

第18回「次世代の太陽光発電システム」シンポ
ジウム（第1回日本太陽光発電学会学術講演会） 
Innovative PV 奨励賞

「Interface Modification Strategies Using Surfactants
for 23.6% Efficient Tin–Lead Perovskite Solar Cells」

06
R.3

03

粉体粉末冶金協会 2021年度春季大会
（オンライン） 優秀講演発表賞
「異常高原子価Feイオンを含むAサイト層状ダブ
ルペロブスカイト酸化物RBaFe2O6(R=Sm, Nd)に
おける逐次相転移」

03
R.3

31

09
R.3

8-1021-23

06
R.3

25

10
R.3

22

Hu Shuaifeng
複合基盤化学研究系　
分子集合解析 博士後期課程2年

井上 宙夢
環境物質化学研究系　
分子微生物科学 修士課程1年

中川 優奈
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 修士課程1年

Ren Yongxia
環境物質化学研究系　
分子材料化学 博士後期課程2年

吉田 茉莉子
環境物質化学研究系　
分子環境解析化学 修士課程2年

小杉 佳久
元素科学国際研究センター　
先端無機固体化学 博士後期課程2年

栗山 理志
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 修士課程2年

創薬懇話会2021in京都
優秀発表賞

「機械受容チャネルPiezo1の活性化に
よるマクロピノサイトーシス阻害とがん
細胞増殖抑制」

日本化学会 第101春季年会 
（オンライン） 学生講演賞 受賞
「Aサイト秩序型ペロブスカイト
酸化物の 電荷転移に伴う巨大潜
熱と圧力熱量効果」

Huang Guanglin
物質創製化学研究系　
構造有機化学 博士後期課程2年

令和３年度 日本磁気学会  
学術奨励賞（内山賞）

「Low Current Driven Vertical Domain 
Wall Motion Memory with an Artificial 
Ferromagnet」

平井　勇祐
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学 博士後期課程3年

第15回バイオ関連化学シンポジウム 
RSC Organic & Biomolecular  
Chemistry Award（ポスター賞）

「液-液相分離による抗体と高分子送達
ペプチドの濃縮と抗体の細胞内送達」

第71回日本薬学会
関西支部総会・大会 優秀口頭発表賞

「マクロピノサイトーシス
誘導ペプチドP4Aの
アシル化による活性向上」

第58回ペプチド討論会
口頭発表賞

「Intracellular delivery of antibodies by 
liquid-liquid phase separation」

第67回日本生化学会
近畿支部例会 優秀発表賞

「NanoBiT split luciferaseを用いたエ
クソソームの受容細胞への膜融合率
の定量」

極限環境生物学会2021年（第22回）年会 
発表賞

「曲率認識ペプチドを用いた
Shewanella vesiculosa HM13の
細胞外膜小胞生産関連遺伝子の探索」

受賞者

09

飯星 眞
元素科学国際研究センター　
先端無機固体化学 修士課程2年
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Frederick Tze Kit So 
材料機能化学研究系
無機フォトニクス材料
研究員

Short Presentation Award
The 3rd International Forum 
on Quantum Metrology 
and Sensing

“A Simple Deaggregation
Method Producing 
Single-Digit 
Detonation Nanodiamonds”

岩田 恭宗
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
博士後期課程 1年

日本薬学会141年会
学生優秀発表賞

（口頭発表の部） 

「高分子送達ペプチドL17Eの
多量体化による抗体のサイト
ゾル送達」

■ 広報委員会 黄檗担当編集委員
上杉 志成、髙谷　光、佐藤 慎一、加藤 真理子、塩谷 暢貴

■ 化学研究所 担当事務室
井上 忠士、中川 秀樹、山岡 秀香、谷　亜美

■ 化学研究所 広報室
中野 友佳子、田村 芽里、高石 茉耶、畑　恵梨

新型コロナウイルス感染症の流行は、教育・研究
活動にも大きな影響を与え、講義や会議をリモート
で行うことが日常的になっております。元通りの生
活が取り戻せることを切に願っております。本号（55
号）におきましては、情報を発信できるようにと、工
夫された構成になったのではと期待しております。
無事発刊の運びとなりましたことを、広報室の皆様
をはじめ、関係者の方々に厚く御礼申し上げます。

（文責：佐藤 慎一）

編集後記

編集委員

この4月から化学研究所事務長に就任しました井上と申します。
私の大学職員としての原点が化学研究所で、まだ宇治地区事務部が発足
する前の平成5年から3年ほど、総務課庶務掛でお世話になりました。当
時お世話になった助手の先生方や、学生として印象に残っていた方々が、
現在教授としてご活躍されており、経過した歳月を改めて実感するととも
に、長らく忘れかけていた「初心」を思い起こしながら、日々業務に邁進し
ているところです。
昨今、国立大学に求められる役割は高度化、多様化しています。また、本
学においても昨年10月から総長をはじめ執行部が一新され、ガバナンス体
制が強化されるとともに、改革が一層求められています。特に今年度は、第
3期中期目標期間の最終年度であり、第4期に向けての重要な1年となります。
このような状況下において、化学研究所の強みである先駆的・先端的研
究、国際共同利用・共同研究の一層の推進はもとより、ジェンダー平等を
はじめとした種々の課題への対応、さらには将来の方向性等についても検
討していく必要があります。微力ながらその一助となれるよう努めてまい
りますので、どうぞよろしくお願い申し上げます。

化学研究所事務長に就任して 化学研究所事務長（兼 宇治地区総務課長）

井上 忠士

事
務
部

だ
よ
り

音成 兼光
生体機能化学研究系
生体機能設計化学
修士課程 2年

日本薬学会 141 年会
学生優秀発表賞

（口頭発表の部） 

「配列特異的RNA結合タンパク
質を利用したRNA脱メチル
化反応の標的化」

大
学
院
生
＆
研
究
員
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12
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24
04
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02

岩清水 千咲
先端ビームナノ科学センター
複合ナノ解析化学
博士後期課程 2年

日本顕微鏡学会
第 63 回シンポジウム
優秀ポスター発表賞

「STEM-EELS法による
SrTiO3の電子軌道マッピング」

12
R.2

20

冨田 和孝
環境物質化学研究系　
分子環境解析化学
博士後期課程 2年

第 49 回日本結晶成長学会
講演奨励賞

「テトラフェニルポルフィリン
塗布膜の結晶多形制御」

12
R.2

21

都築 大空
環境物質化学研究系
分子微生物科学
修士課程 2年

第 67 回 日本生化学会
近畿支部例会 優秀発表賞 

「細胞外膜小胞高生産菌の 
積荷タンパク質輸送における
表層糖鎖合成酵素の機能」

5
R.3

29

令和3年3月5日（金）、令和2年度の
大学院生研究発表会が開催されました。
今年度はzoomでのオンライン発表とな
り、博士課程学生22名、修士課程学生
51名、合計73名の発表が行われました。
研究所教員による厳正な審査の結果、優
秀講演賞が下記の方々に授与されまし
た。どの発表においても化学研究所ら
しい多様な研究分野の最新の研究成果
が紹介され、活気あふれる研究発表会
となりました。 （令和2年度 講演委員会）

令和2年度
化学研究所 大学院生
研究発表会 優秀講演賞

〈修士課程学生〉

精密無機合成化学 中川 芙美子

分子微生物科学 林　 杏亮

光ナノ量子物性科学 媚山 悦企

化学生命科学 伴　 広輝

〈博士課程学生〉

有機元素化学 尾松 大和

生体機能設計化学 坂本 健太郎

高分子物質科学 渡辺　 幸
優
秀
講
演
賞
受
賞
者

受賞者
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西村 幸恵 令和	2年	1月16日

材料機能化学研究系　ナノスピントロニクス
博⼠後期課程3年 (令和2年3月修了）

MSJ Encouragement Award
「Fabrication	of	Ferrimagnetic	Co/Gd/Pt	Multilayers
	with	Structural	Inversion	Symmetry	Breaking」

大学院生＆研究員　受賞

今村 祐司 令和	2年10月23日

材料機能化学研究系　⾼分子制御合成
博⼠後期課程1年

2020KIPS 若手高分子シンポジウム学生講演
優秀発表賞

「希土類ルイス酸触媒と可逆的不活性化ラジカル重合の
ハイブリッド化による立体規則性と分子量の同時制御」

大城 　卓 令和	2年11月	6日			

物質創製化学研究系　有機元素化学
博⼠後期課程2年

第 24 回ケイ素化学協会シンポジウム
優秀学生講演賞

「2- ゲルマアズレンの合成」

橋本 　悠 令和	2年10月10日

物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博⼠後期課程2年

第 70 回日本薬学会関西支部大会
優秀口頭発表賞

「分子認識型触媒を用いるアミノアルコールの鎖⻑
識別シリル化」

二宮 　良 令和	2年11月10日

物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博⼠後期課程3年

反応と合成の進歩 2020 特別企画シンポジウム
優秀発表賞

「芳香族臭素化によるσ対称ジアリールメチルアミ
ンの触媒的不斉非対称化」

2020年は COVID-19により生活や研究活動が制限さ
れ、特に国際交流が少なくなりましたが、化研は一体と
なってこの困難な時期を通じて研究と教育に全力で取り
組んでいます。『黄檗54号』では、いろいろな研究の紹
介に加えて、従来と異なり新しく Web で開催されたオ
ンラインのキャンパス公開などを掲載しました。刊行に
あたって、広報室の皆様を始め、関係者の方々に大変お
世話になりました。心から感謝いたします。

編集後記

編集委員
■	広報委員会黄檗担当編集委員
上杉	志成、河野	健一、菅　	⼤介、鄭　	臨潔

■	化学研究所担当事務室
山手	章浩、中川	秀樹、宮本	真理子、山岡	秀香、谷	　亜美

■	化学研究所広報室
中村	かおり、中野	友佳子、濵岡	芽里、⾼石	茉耶

事務部だより

令和2年10月1日付けで宇治地区総務課化学研究所担当事務室 専門職員に着任し
ました中川と申します。このたびは歴史と伝統のある化学研究所を担当させていた
だくことになり、たいへん光栄に感じております。宇治地区での勤務は今回が初め
てになりますが、附置研究所につきましては、これまで霊長類研究所と基礎物理学
研究所で総務関係業務全般を担当してまいりました。過去の少しばかりの経験を活
かしてお役にたてましたら幸いと思いつつ業務に臨んでおりますが、研究所の規模
の違いや、会議や行事の種類に圧倒されて、日々の用務をこなすのに苦労している
毎日です。

新型コロナウイルス対策として、密を避けるため、一時的に所長室をお借りして
居室とし業務を行ってきましたが、11月中旬に元の執務室に戻り、効率的な環境
で仕事ができるようになりました。今後は研究所の教育研究活動の発展に少しでも
貢献できますように、任務を滞りなく遂行するべく努力してまいります。まだまだ
わからないことばかりで多々ご迷惑をおかけするかと存じますが、どうぞよろしく
ご指導のほどお願い申し上げます。

化学研究所担当専門職員に着任して 化学研究所担当事務室
中川 秀樹

（文責：鄭　 臨潔）

李　 恬 令和	2年11月19日

材料機能化学研究系　ナノスピントロニクス
博⼠後期課程3年

MSJ Encouragement Award
「Chromatic	Aberration	Effect	in	Refraction	of	Spin		
Waves」

金子 博人 令和	2年	8月28日

バイオインフォマティクスセンター　化学生命科学
博⼠後期課程2年

生命情報科学若手の会 第12回研究会 優秀発表賞
「宇宙から海洋生態系を観測する : リモセン×メタ
ゲノム」

都築 大空 令和	2年11月	1日

環境物質化学研究系　分子微生物科学
修⼠課程1年

極限環境生物学会 発表賞
「Shewanella	vesiculosa	HM13	の
表層糖鎖合成酵素による細胞外膜小胞構造と
積荷タンパク質輸送の制御」

ARAFILES, Jan Vincent V. 令和	2年11月11日			

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
研究員

第 57 回ペプチド討論会 Excellent Stone Award
「Extracellular	Thiol-Disulfide	Exchange	
Reaction	Produces	Potent	
Macropinocytosis-Inducing	Peptide	Analogs」

吉田 敦裕 令和	2年10月10日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
修⼠課程2年

第 70 回日本薬学会関西支部大会 優秀口頭発表賞
「グアニン四重鎖構造を介した特異的 RNAメチル化
機構に関する研究」

坂本 健太郎 令和	2年11月11日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博⼠後期課程3年

第 57 回ペプチド討論会 Good Stone Award
「Artificial	Viral	Capsid	to	Deliver	Biomacromolecules	
into	Cytosol」

張 　瑞軒 令和	2年	9月	4日

バイオインフォマティクスセンター　化学生命科学
修⼠課程1年

2020年日本微生物生態学会 環境ウイルス研究部会
最優秀学生講演賞

「Medusavirus	Transcriptome	&	the	Genome	
Characterization	of	a	New	Medusavirus	Strain」
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掲示板

令和元年度化学研究所 大学院生研究発表会 オーラル ・ ポスター賞

令和2年2月28日（金）、令和元年度の大学院生研究発表会が開
催され、博士後期課程3年生による16件の口頭発表と、修士課程
2年生によるポスター発表49件が行われました。研究所教員によ
る厳正な審査の結果、オーラル賞・ポスター賞各賞が右記の方々
に授与されました。どの発表においても化学研究所らしい多様な
研究分野の最新の研究成果が紹介され、活気あふれる研究発表会
となりました。 （令和元年度 講演委員会）　

オーラル大賞 分子材料化学 和田 啓幹
オーラル 2 位 光ナノ量子物性科学 半田 岳人

ポスター大賞 構造有機化学 岡本 脩生
高分子制御合成 小野塚 洸太

ポスター 2 位 精密有機合成化学 佐藤 佑樹
精密無機合成化学 金子 諒太
高分子材料設計化学 大野 晴久
無機フォトニクス材料 山下 峻吾
有機分子変換化学 川﨑 皓斗

受賞

大学院生＆研究員

石橋 未央 令和元年10月19日

材料機能化学研究系  ナノスピントロニクス
博士後期課程3年

日本物理学会学生優秀発表賞（領域 3）
「人工反強磁性体中を伝播するスピン波の電流
印加による周波数シフト制御」

熊野 　颯 令和元年 7月19日

バイオインフォマティクスセンター 数理生物情報
修士課程2年（令和2年3月修了）

人工知能学会 2019年度全国大会優秀賞

「ランダムフォレストにおけるノード数と木数の関係」

山下 峻吾 
材料機能化学研究系  無機フォトニクス材料
修士課程2年（令和2年3月修了）

 令和元年12月18日
The Second International Forum on Quantum 
Metrology and Sensing 
Best Poster Presentation Award 

 令和 2年 3月12日
第 47 回（2019年秋季）応用物理学会 講演奨励賞

「Extension of Coherence Time with the Dressed 
States of Ensemble of NV Centers in Diamond」

「ダイヤモンド中のアンサンブル NV 中心でのド
レスト状態生成によるコヒーレンス時間の長時
間化」

ご存知のように京都大学・宇治キャンパスには、多様な分野を横断する4つの理系研究所（化
学研究所、エネルギー理工学研究所、生存圏研究所、防災研究所）が立ち並んでいます。

このため宇治キャンパスには、多種多様な最先端機器や汎用機器が設置されています。
宇治地区設備サポート拠点は、このような多様な機器群の共用利用にかかる環境整備を

目的に、本年4月より本格稼働した学内事業です。学術研究支援室・宇治地区担当からは
URA1名が運営委員として拠点運営を支援しています。

設備サポート拠点のウェブサイトでは登録されている機器や利用方法が検索可能です。例
えば、異なる分野の研究を始めたいときなど、ぜひ宇治地区設備サポート拠点
をご活用ください。

■ https://www.jimu.uji.kyoto-u.ac.jp/uji-sces/

宇治地区設備サポート拠点 学術研究支援室

田上 　款

二木史朗 宇治地区設備サポート拠点長

学術研究支援室・宇治地区担当より
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芝山 啓允　� 平成31年3月31日

物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博士後期課程3年

日本薬学会第139年会 学生優秀発表賞
（口頭発表の部）
「触媒的位置選択的置換基導入を基盤とする
punicafolin の全合成」

小野塚 洸太� 令和元年9月27日

材料機能化学研究系　高分子制御合成
修士課程2年

第30回基礎有機化学討論会 ポスター賞
「ねじれた構造を持つシクロパラフェニレン誘導体
およびその酸化種の合成と同定」

大学院生＆研究員　受賞

村井 琢哉� 平成31年3月31日

物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博士後期課程1年

日本薬学会第139年会 学生優秀発表賞（口頭発表の部）
「分子内 S-O 軌道相互作用に基づいた二核ロジウム
触媒の配座制御 -立体選択的分子内 C-H 挿入反応の
開発・天然物への適用-」

大久保 遼� 令和元年7月12日

材料機能化学研究系　高分子材料設計化学
修士課程1年

第65回高分子研究発表会（神戸）
エクセレントポスター賞

「クロマトグラフィー応用を目指した
エポキシモノリス粒子の作製と機能化」

岩田 恭宗� 令和元年12月16日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
修士課程1年

生有研シンポジウム2019
ベストディスカッション賞

二宮 　良
物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博士後期課程2年

　� 平成31年3月31日
日本薬学会第139年会 学生優秀発表賞

（口頭発表の部）
「Rh 触媒を用いるシリル基β位選択的 C(sp3)-H 
アミノ化」
� 令和元年9月20日
The 8th Japanese-Sino Symposium on Organic 
Chemistry for Young Scientists
Chemistry Letters Young Award

「Dirhodium-catalyzed β-Position-selective
 C(sp3)-H Amination of Alkylsilanes」

権藤 匠洋� 令和元年10月29日

物質創製化学研究系　精密有機合成化学
博士後期課程3年

第45回反応と合成の進歩シンポジウム 優秀発表賞
「 触 媒 的 ア シ ル 化 に よ る ジ オ ー ル 類 の Parallel 
Kinetic Resolution 及び第 3 級アルコールの Kinetic 
Resolution」

秤谷 隼世� 令和元年11月16日

生体機能化学研究系　ケミカルバイオロジー
博士後期課程2年

第44回リバネス研究費 池田理化再生医療研究奨励賞
「効率的な iPS 細胞由来心筋細胞の生着を目指した、
自己集合性分子による細胞表面修飾法」

森脇 千騎� 令和元年11月21日

環境物質化学研究系　分子材料化学
修士課程1年

有機EL討論会 第28回例会講演奨励賞
「多階層計算によるホスト－ゲスト非晶系の
電荷輸送特性解析」

冨田 和孝
環境物質化学研究系　分子環境解析化学
博士後期課程1年

　� 平成31年3月9日
応用物理学会 講演奨励賞

「テトラフェニルポルフィリン塗布膜の構造制御因
子の解明」

� 令和元年5月16日
令和元年度日本分光学会年次講演会 若手講演賞

「Understanding of Polymorphism of 
Tetraphenylporphyrin in a Solution Processed Film 
by Using pMAIRS and GIXD Techniques」

横山 文秋
環境物質化学研究系　分子微生物科学
博士後期課程3年

　� 令和元年5月25日
第66回日本生化学会近畿支部例会 優秀発表賞

「バイオフィルム分散に関与するセンサータンパク
質のホモログを介した細菌ベシクル生産制御」

� 令和元年11月16日
極限環境生物学会 第20回年会 ポスター賞

「低温菌 Shewanella vesiculosa HM13 の
センサータンパク質によるベシクル生産および
バイオフィルム分散の制御」　

YUSUF, Yustina� 令和元年9月18日

環境物質化学研究系　分子微生物科学
博士後期課程2年

第92回日本生化学会大会 若手優秀発表賞
「Polyunsaturated Fatty Acid Conversion in 
Shewanella livingstonensis Ac10」

坂本 健太郎� 令和元年5月25日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博士後期課程2年

第66回日本生化学会近畿支部例会 優秀発表賞
「ペプチドによる細胞質への高分子送達技術の改良」

藤森 詩織� 令和元年7月4日   

物質創製化学研究系　有機元素化学
博士後期課程3年（平成31年3月修了）

ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞
（物質科学分野）
「世界で初めてベンゼンのアニオンの炭素を
重い元素に置き換えた『重いフェニルアニオン』の合成と性質を解明」

尾松 大和� 令和元年11月2日

物質創製化学研究系　有機元素化学
博士後期課程2年

第23回ケイ素化学協会シンポジウム ポスター賞
「かさ高いアルキル基を有する環状オリゴシランの
合成とその反応性」

柳澤 達也� 令和元年7月5日

物質創製化学研究系　有機元素化学
博士後期課程3年

13th International Conference on Heteroatom 
Chemistry Best Poster Award

「Addition Reactions of Phosphinoalumanes to C–C 
Unsaturated Bonds」

掲示板
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小原 慧一� 令和元年10月19日

元素科学国際研究センター　光ナノ量子物性科学
修士課程2年

日本物理学会学生優秀発表賞 領域 5
「ペロブスカイト CH3NH3PbCl3 単結晶の励起子
非線形光学応答」 

縣　 亮介� 令和元年6月25日

元素科学国際研究センター　有機分子変換化学
研究員

第8回 JACI/GSCシンポジウム GSCポスター賞
「芳香族塩化物とアルキルグリニャール反応剤との
鉄触媒クロスカップリング反応」

渡辺 　幸� 令和元年5月23日

複合基盤化学研究系　高分子物質科学
博士後期課程2年

日本ゴム協会2019年年次大会 若手優秀発表賞
「小角X線異常散乱法を用いたゴム充填系の階層構
造に関する研究」

大塚 健斗　� 令和元年11月26日

複合基盤化学研究系　分子集合解析
修士課程1年

第4回フロンティア太陽電池セミナー
優秀ポスター賞

「高純度化材料を用いたスズ系ペロブスカイト半導
体膜の作製と物性評価」

粉体粉末冶金協会 2019年度秋季大会
優秀講演発表賞

「LnCu3Fe4O12 の Aサイト元素置換による
転移点制御」

小杉 佳久� 令和元年10月24日

元素科学国際研究センター　先端無機固体化学
修士課程2年

MÜNZNER, Ulrike Tatjana Elisabeth�令和元年7月22日

バイオインフォマティクスセンター　数理生物情報
研究員

The 4th Annual SysMod Meeting at the ISMB/ECCB 
2019 Conference
Best Poster Award

「A Mechanistically Detailed Model of the Cell Cycle 
in Saccharomyces Cerevisiae」 

第9回 CSJ 化学フェスタ 2019
優秀ポスター発表賞

「Synthesis, Crystal Structures, Properties and 
their Relations in Ag-Bi-I Solar Cell Compounds」

KOEDTRUAD, Anucha� 令和元年11月20日

元素科学国際研究センター　先端無機固体化学
博士後期課程3年

PRODINGER, Florian� 令和元年9月12日

バイオインフォマティクスセンター　化学生命科学
博士後期課程3年

日本微生物生態学会第33回大会
Best Presentation Award

「Linking Seasonal Dynamics of Megaviridae 
and Bloom Forming Eukaryotic Phytoplankton 
in Uranouchi Inlet, Japan」 

MENG, Lingjie� 令和元年11月2日

バイオインフォマティクスセンター　化学生命科学
博士後期課程1年

2019年日本微生物生態学会環境ウイルス研究部会
優秀講演賞

「NCLDV Host Prediction with Marker Gene Co-
occurrence Analysis in Marine Metagenomes」 

日本物理学会学生優秀発表賞 領域5
「ハロゲン化鉛ペロブスカイトの負の熱光学
係数と光誘起屈折率変化」

半田 岳人� 令和元年10月19日

元素科学国際研究センター　光ナノ量子物性科学
博士後期課程3年

子供の頃、新聞の裏面の一つ手前にある四コマ漫画を
見るため、新聞を裏から順にめくっていました。令和元
年度から黄檗編集委員を拝命し、冊子の中に情報をどの
ように配置するかを考える機会があった時、新聞の情報
の配置にも読ませる側の工夫が凝らされていたのだろう
と、何も考えずに眺めていた昔を思い出しました。そし
て、黄檗の情報をより一層充実させるためにも、日々の
研究に精進することに思いを新たにしました。

編集後記

編集委員
■ 広報委員会黄檗担当編集委員
上杉 志成、山口 信次郎、馬見塚 拓、松宮 由実、渡辺 文太

■ 化学研究所担当事務室
山本 守雄、八代 幸造、宮本 真理子、高橋 知世

■ 化学研究所広報室
中村 かおり、中野 友佳子、濵岡 芽里

事務部だより

平成30年4月に宇治地区施設環境課長に着任しました山本です。施設環境課は、
労働安全衛生、廃棄物管理、警備・清掃業務等を担当する環境安全掛と、工事関係、
建築設備の維持管理、エネルギー管理等を担当する施設整備掛で構成しています。
まずご紹介しますのは、環境安全掛が担当した宇治キャンパス危機管理計画（地震
編）の改正版が令和元年10月に承認されたことです。これは、本学の危機管理基本
計画に基づき定められた本学全体の危機管理計画（地震編）の部局組織の計画とし
て、宇治キャンパスにおける地震対策に必要な事項を定めたものです。是非ともご
一読いただき、災害時はもちろん、総合防災訓練等にもお役立ていただければと思
います。続いてご紹介しますのは、宇治地区施設整備・将来計画委員会が中心とな
り、「宇治キャンパスグランドデザイン」の策定を進めていることです。これは、
宇治キャンパスとその周辺地域における20 ～30年後のあるべき将来像を描こうと
するもので、施設環境課では課長補佐を中心に施設整備掛が担当して、宇治地区構
成員へのアンケート結果のデータ解析、施設の現状把握や周辺状況の資料収集等、
令和2年3月の策定に向けて、日々悪戦苦闘しながら、夢を描いています。

施設環境課の業務紹介 宇治地区事務部施設環境課長
山本 和人

釜阪 紘平
環境物質化学研究系　分子微生物科学
博士後期課程1年

　� 令和元年5月25日
第66回日本生化学会近畿支部例会 優秀発表賞

「Shewanella sp. HM13 における菌体外膜小胞を介した
タンパク質分泌機構における細胞表層構造の働き」

� 令和元年9月20日
第92回日本生化学大会 若手優秀発表賞

「細菌の菌体外膜小胞を介した選択的タンパク質分泌
における細胞表層構造の役割」　

（文責：渡辺 文太）
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掲示板

異動者一覧
平成31年 2月 1日 採　用

特定准教授　廣瀨�久昭（生体機能化学研究系）�
日本学術振興会特別研究員（ＰＤ）から

特定研究員　MÜNZNER,�Ulrike�Tatjana�Elisabeth�（バイオインフォマティクスセンター）
日本学術振興会外国人特別研究員から

平成31年 2月15日 辞　職

特定助教　齊藤�高志（元素科学国際研究センター）
大学共同利用機関法人高エネルギー加速器研究機構特任准教授に

平成31年 3月 1日 採　用

特定助教　茅　�迪（生体機能化学研究系）� 化学研究所研究員から

平成31年 3月31日 定年退職

教授　小澤�文幸（元素科学国際研究センター）�
准教授　梅谷�重夫（環境物質化学研究系）
准教授　伊藤�嘉昭（先端ビームナノ科学センター）

平成31年 3月31日 任期満了

特定研究員　金　�揆善（物質創製化学研究系）� 産官学連携本部特定研究員に
特定研究員　GELDSETZER,�Jan（元素科学国際研究センター）

平成31年 4月 1日 昇　任

准教授　川本　純（環境物質化学研究系）� 化学研究所助教から
技術専門職員　藤橋�明子（物質創製化学研究系）� 化学研究所技術職員から

平成31年 4月 1日 配置換

助教　鄭　�臨潔（環境物質化学研究系）
化学研究所環境物質化学研究系微量重金属断面診断研究プロジェクト助教から

平成31年 4月 1日 採　用

教授　若杉�昌德（先端ビームナノ科学センター）
理化学研究所仁科加速器研究センター実験装置開発室長から

助教　増口　�潔（生体機能化学研究系）
東北大学大学院生命科学研究科助教から

助教　中村�智也（複合基盤化学研究系）
京都大学大学院工学研究科博士後期課程から

助教　後藤�真人（元素科学国際研究センター）� 化学研究所研究員から
特定研究員　竹元�廣大（生体機能化学研究系）

東北大学大学院生命科学研究科学術研究員から
特定研究員　縣　�亮介（元素科学国際研究センター）� 化学研究所研究員から
特定研究員　SHARMA,�Akhilesh�Kumar（元素科学国際研究センター）

福井謙一記念研究センター特定研究員から
特定研究員　山田�琢允（元素科学国際研究センター）

京都大学大学院理学研究科博士後期課程から

平成31年 4月 1日 採用（出向受入）

特定研究員　竹村�祐輝（材料機能化学研究系）
スミダ電機株式会社技術職から

令和元年 5月 1日 昇　任

准教授　小川�紘樹（複合基盤化学研究系）� 化学研究所助教から

奨学寄附金（平成31年1月～令和元年5月採択分 財団等よりの競争的研究資金）

無保護糖を用いるグリコシル化法の開発と　　　　　　　　　　　　　　　　
配糖体天然物の短段階全合成
●公益財団法人小林国際奨学財団

モリブデン・タングステンに基づく日本海における　　　　　　　　　　　　
古海洋環境の復元
●公益財団法人海洋化学研究所

細菌における細胞外膜小胞への選択的タンパク質輸送機構の�������������������������
解明と細胞外タンパク質生産場構築への応用
●公益財団法人発酵研究所

二方向性位置選択的C-H官能基化と含ケイ素複素環合成
●公益財団法人上原記念生命科学財団

北太平洋および南太平洋における微量金属の　　　　　　　　　　　　　　　
ストイキオメトリーと断面解析
●公益財団法人海洋化学研究所

剛直な分子骨格をもつ有機半導体材料の選択的配向制御技術の　　　　　　　
開発および先端計測
●公益財団法人池谷科学技術振興財団

ω３系高度不飽和脂肪酸の微生物変換の解析と　　　　　　　　　　　　　　
その応用に関する研究
●公益財団法人発酵研究所

太陽光の有効利用を目指した新規半導体ヘテロ構造ナノ粒子の　　　　　　　　
開発
●公益財団法人日本板硝子材料工学助成会

教授

川端�猛夫

教授

宗林�由樹

助教

上田�善弘

助教

鄭　�臨潔

助教

塩谷�暢貴

（100万円以上）

教授

栗原�達夫

助教

小川�拓哉

特定助教

猿山�雅亮

受賞

大学院生＆研究員

菅原 知紘　 平成30年12月15日

෺࣭૑੡Խֶܥڀݚ  ༗ݩػૉԽֶ
തظޙ࢜՝ఔ�೥ʢฏ੒�1೥�݄मྃʣ

The 45th Symposium on Main Group Element Chemistry
Chemical Communications Presentation Prize

ʮ3FBDUJPOT PG B BSPNPHFSNZMFOF XJUI AMLZOFT� 
'PSNBUJPO PG BSPNPWJOZMHFSNZMFOFT WJB ASZM�NJHSBUJPOʯ

HERBSCHLEB, Ernst David　 平成31年 2月19日

ྉࡐϑΥτχΫεػແ  ܥڀݚೳԽֶػྉࡐ
һڀݚ

The First International Forum on Quantum Sensing
Presentation Award

藤森 詩織　 平成31年 3月 4日

෺࣭૑੡Խֶܥڀݚ  ༗ݩػૉԽֶ
തظޙ࢜՝ఔ�೥ʢฏ੒�1೥�݄मྃʣ

第 11 回京都大学たちばな賞（優秀女性研究者賞）

ʮߴपظ 1� ଒ݩૉΛ֨ࠎʹؚΉ
ϑΣχϧΞχΦϯछͷ߹੒ͱͦͷੑ࣭ղ໌ʯ

小田 研人　 平成31年 1月25日

φϊεϐϯτϩχΫε  ܥڀݚೳԽֶػྉࡐ
തظޙ࢜՝ఔ�೥

MSJ Encouragement Award

ʮUMUSB�MPOH $PIFSFODF 5JNFT PG /7 $FOUSFT JO 
O�UZQF %JBNPOEʯ

ʮ.BHOFUPSFTJTUBODF JO BJMBZFST PG )FBWZ .FUBM BOE 
/PO�DPMMJOFBS AOUJGFSSPNBHOFUʯ

安藤 冬希　 平成31年 3月15日

φϊεϐϯτϩχΫε  ܥڀݚೳԽֶػྉࡐ
തظޙ࢜՝ఔ�೥

MSJ Encouragement Award

ʮ'BCSJDBUJPO PG /PODFOUSPTZNNFUSJD /C�7�5B 
4VQFSMBUUJDF BOE JUT 4VQFSDPOEVDUJWJUZʯ

池渕 徹也　 平成30年11月30日

φϊεϐϯτϩχΫε  ܥڀݚೳԽֶػྉࡐ
म࢜՝ఔ�೥

第 12 回物性科学領域横断研究会
優秀ポスター賞

ʮ4QJO $VSSFOU 5SBOTNJTTJPO JO 1PMZDSZTUBMMJOF /JO 
'JMNTʯ
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「黄檗」は、比較的一般の方向けの広報誌ですが、化研の
多彩な研究から内容は多岐に渡り、背景を掘り下げた記事
も多く、中には半生をかけた研究の紹介もあります。拝見
し、化研の一員として誇らしくまた自身の強い戒めともな
りました。また、「黄檗」は平成に50号を刊行し、令和最初
の今号が51号となりました。化研も新時代の幕開けを祝福
するかのようです。最後に、非常に綺麗に編集していただ
いた広報室の方々に感謝いたします。
� （文責：馬見塚�拓）　�

編集後記

編集委員
ใҕһձԫᓀ୲౰ฤूҕһ޿ ˙
্ਿ ࢤ੒ɺޱࢁ ৴࣍࿠ɺഅݟ௩ ୓ɺদٶ ༝࣮ɺ౉ล จଠ

˙ Խֶڀݚॴ୲౰ࣄ຿ࣨ
஌ੈ ڮߴɺࢠຊ ਅཧٶ଄ɺ޾ ຊ क༤ɺീ୅ࢁ

˙ Խֶڀݚॴ޿ใࣨ
தଜ ͔͓Γɺத໺ ༑Ղࢠɺ⅓Ԭ ժཬ

平成30年度化学研究所　大学院生研究発表会 オーラル ・ ポスター賞

平成31年3月1日（金）、平成30年度の大学院生研究発表会が開催され、博士後期課程3年生による19件の
口頭発表と、修士課程2年生によるポスター発表59件が行われました。研究所教員による厳正な審査の結果、オー
ラル賞・ポスター賞各賞が下記の方々に授与されました。どの発表においても化学研究所らしい多様な研究分野
の最新の研究成果が紹介され、活気あふれる研究発表会となりました。

（平成30年度�講演委員会）　

オーラル大賞� 生体機能設計化学 秋柴�美沙穂
分子微生物科学 河合�総一郎

オーラル 2位 分子集合解析 中村�智也

ポスター大賞 構造有機化学 長谷川�翔大
ポスター 2位 高分子材料設計化学 丹羽�亮太

片山 健一 名誉教授 ご逝去

訃　報

片山健一先生は、平成31年3月29日逝去され
ました。享年91。
先生は昭和25年3月京都大学理学部物理学科を卒業され、同年6月
大阪市立工業研究所に入所、昭和26年4月大阪市の技手として経済
局工業研究所に勤務の後、昭和27年2月に旭化成工業株式会社に入
社されました。昭和47年4月に京都大学化学研究所助教授に採用さ
れ、昭和53年1月に化学研究所高分子結晶学研究部門担当教授に昇
任されました。平成3年3月定年退官され、同年4月京都大学名誉教
授の称号を受けられました。退官後は平成3年4月から平成8年3月ま
で詫間電波工業高等専門学校の校長、平成8年4月から平成10年3月

まで平安女学院短期大学生活学科の教授として教育活動に力を注が
れました。
先生は繊維の紡糸、フィルムの製膜など高分子の構造形成過程を
X線回折により動的観察する手法、および、高分子結晶内の分子鎖
一本一本を識別できる高分解能電子顕微鏡法を開発され、高分子構
造解析の分野を先導されました。特に動的観察による、結晶化が始
まる以前の融液中で構造化が進んでいることの発見、高分解能電子
顕微鏡像に基づく高分子結晶中の秩序の乱れの解明は、先駆的な研
究として世界的に高く評価されました。
これらの業績に加え、Polymer�Journalの Executive�Editor、
Journal�of�Macromolecular� Science の Advisory�Board、
Journal�of�Polymer�Engineering の Editorial�Board を務めるなど
欧文学術誌の編集にも貢献されました。

益田 俊博　 平成31年 3月31日

ੜମػೳԽֶܥڀݚ  ੜମػೳઃܭԽֶ
തظޙ࢜՝ఔ�೥

日本薬学会第139年会 優秀発表賞（口頭発表の部）

相馬 佳映　 平成31年 1月24日

ෳ߹ج൫Խֶܥڀݚ  ෼ࢠϨΦϩδʔ
म࢜՝ఔ�೥ʢฏ੒�1೥�݄मྃʣ

The 14th International Workshop for East Asian Young 
Rheologists（IWEAYR-14）
Best Presentation Award for Short Oral Papersʮ1FOFUSBUJO ʹΑΔບมੑ׆ܗͱ

ΤϯυαΠτʔγε༠ىೳͷؔ࿈ʯ
ʮUOJBYJBM &MPOHBUJPOBM 7JTDPTJUZ PG 
1PMZ	��O�AMLZMTUZSFOF
Tʯ

事務部だより

平成31年4月に北部構内より異動してきた一井です。エネルギー理工学研究所が
発足した当時、研究協力掛でヘリオトロン Jに関わった経験があります。20年ぶ
り2度目の宇治構内勤務となります。
宇治地区事務部では、平成30年度から法制化された国際共同利用・共同研究拠
点への申請を視野に、宇治地区の更なる国際化を支援するため、平成30年4月1日
に研究協力課に「国際・拠点支援室」を設置しました。
同年11月13日、辻井所長はじめ関係の先生方のご尽力により、化学研究所が国
際共同利用・共同研究拠点に認定されたことは申請をお手伝いした当課としても喜
ばしい結果でした。
今年度はさらに、研究所の既存の枠組みを超え、学内外に対して優れた設備の共
同利用を推進するために設置した「宇治地区設備サポート拠点」が全学サポート拠
点に認定されるよう準備を進めております。この記事をお読みいただいている頃に
は、無事ヒアリングを終え、認定の知らせを待っていることと期待しております。

京都大学設備サポート拠点への認定を目指して
宇治地区事務部研究協力課長

一井 信吾



「
黄
檗
50
」 OBA

K
U

17

菅原 知紘� 平成30年8月31日

物質創製化学研究系　有機元素化学
博士後期課程3年

28th International Symposium on the Organic 
Chemistry of Sulfur (ISOCS-28)
Chemical Science Award

「Chalcogenation Reactions of 1,2-Digermacyclobutadiene」

岩井 健人� 平成30年7月6日

物質創製化学研究系　有機元素化学
博士後期課程1年

第 53 回有機反応若手の会 優秀ポスター賞
「電荷反発を利用したメタリレンの安定化法の
開発」

江口 大地� 平成30年4月13日

物質創製化学研究系　精密無機合成化学
研究員

日本化学会第 98 春季年会 (2018) 優秀講演賞 ( 学術 ) 
「電気化学的水素生成反応におけるポルフィリン保護
金クラスターの配位子効果」

石田 久征� 平成30年11月1日

材料機能化学研究系　高分子材料設計化学
修士課程1年

平成 30 年度 繊維学会秋季研究発表会
若手優秀ポスター賞

「セルロース系ヤヌス型ボトルブラシの LB 膜表面
における液晶のアンカリング特性」

秋柴 美沙穂� 平成30年12月7日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博士後期課程3年

第10回国際ペプチドシンポジウム/第55回ペプチド討論会
優秀発表賞

「L17E-mediated Cytosolic Delivery and Its Mode 
of Action」

路 　楊天� 平成30年8月25日

材料機能化学研究系　高分子制御合成
博士後期課程3年

有機合成指向典型元素化学国際シンポジウム（MACOS） 
BCSJ Award for Poster Presentation

「One Pot Synthesis of Structure Controlled Hyper-
branched Polymers by Using a Monomer with 
Hierarchical Reactivity」

大学院生＆研究員　受賞

大城 　卓� 平成30年7月6日

物質創製化学研究系　有機元素化学
修士課程2年

第 53 回有機反応若手の会 優秀ポスター賞
「1- メタラアズレンの合成検討」

川脇 徳久� 平成30年5月11日

物質創製化学研究系　精密無機合成化学
研究員

ナノ学会第 16 回大会
Young Best Presentation Award

「プラズモン金属―金属カルコゲニドへテロナ
ノロッドの合成と水素生成特性」

廉　 孜超� 平成30年5月13日

物質創製化学研究系　精密無機合成化学
研究員

Asian Symposium on Nanoscience & Nanotechnology 
2018 (ASNANO2018) The Best Poster Award 

「Observation of Near Infrared Light-Induced 
Plasmonic Hot Hole Transfer in CdS/CuS 
Heterostructured Nanocrystals」

松本 憲志
物質創製化学研究系　精密無機合成化学
博士後期課程3年

　� 平成30年4月12日
日本化学会第 98 春季年会（2018）優秀講演賞（産業）

「第三元素添加による新奇規則化合金相 Fe–Pd ナノ
粒子の創製」

� 平成30年9月20日
日本金属学会 2018 年秋期（第 163 回）講演大会
優秀ポスター賞

「微量 In 元素添加がもたらす新奇規則化合金相
Fe–Pd ナノ粒子の形成」

岡本 靖生� 平成30年5月11日

物質創製化学研究系　精密無機合成化学
博士後期課程1年

ナノ学会第 16 回大会 
Young Best Presentation Award

「ヤヌスポルフィリン保護金クラスターの幾何学的
異方性の制御」

藤本　 翔� 平成30年9月19日

材料機能化学研究系　無機フォトニクス材料
修士課程2年（平成30年3月修了）

第 65 回応用物理学会春季学術講演会 
スピントロニクス研究会第9回英語講演奨励賞

「Spin Transport in p-Type Diamond Induced 
by Spin-Pumping」

李　 恬� 平成30年9月11日

材料機能化学研究系　ナノスピントロニクス
博士後期課程1年

2018 International Conference on Solid State 
Devices and Materials (SSDM2018)
Young Researcher Award

「Current Density Dependence of Asymmetric Magnetoresistance 
in Pt/Py Bilayers under Various Magnetic Field Strength」

ARAFILES, Jan Vincent V.
生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博士後期課程2年

　� 平成30年7月6日
The 15th Chinese International Peptide Symposium
Zhonghe Poster Prize

「Quantifying the Efficiency of CPP-Mediated 
Cytosolic Delivery of Biomacromolecules」

　　　　　　　　　　　　　　　 平成30年12月7日
第10回国際ペプチドシンポジウム/第55回ペプチド討論会
日本ペプチド学会ポスター賞

「Identified Macropinocytosis-inducing Peptide and 
Its Mode-of-Action」

掲示板
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平成30年4月に宇治地区事務部長に就任しました土田です。管理職になる前には
二度、管財（資産管理）業務に携わり、宇治キャンパス敷地の大蔵省からの所管換、
宇治職員宿舎11号棟、10号棟の新営、宇治キャンパス前面道路の拡幅に関わりました
ので、ご縁があるようです。
宇治キャンパスでは約10年前に本館の耐震改修やおうばくプラザを含む整備計画が
進められましたが、その後はキャンパス全体の総合的な計画は策定されていないよう
です。今後の予算要求のため、また、宇治市や近隣関係機関との交渉も念頭に、宇治地
区施設整備・将来計画委員会を中心として「宇治キャンパスグランドデザイン」を策定
することになりました。
中長期の将来を考え、皆様のご意見を伺い、安心・安全で快適な宇治キャンパスを
設計することが必要だと考えておりますので、ご協力よろしくお願いいたします。
最後に宇治職員宿舎10号棟の半分は「黄檗宿泊施設」という外国人研究者用の宿泊
施設です。利用期間は原則1月以上1年以下になっていますが、相談に応じてくれるよ
うなので、一度ホームページでご確認の上、ご利用いただければと思います。

本号は、「黄檗」の創刊50号（広報活動25年）を記念し、
特集を組んでおります。25年という長期に渡り、「黄檗」
を支えてきた広報室の皆様をはじめとする関係者の方々
に尊敬の念を示します。筆者は化研に在籍してかれこれ
6年目になりますが、「黄檗」は学生のときから思わず手
にとって読んでしまう、そんな存在でありました。ペー
パーレスが叫ばれる昨今ですが、今後も「紙媒体」とし
ての「黄檗」が続くことを切に願います。
　　　　　　　　　　　　　   　　 （文責：塩谷 暢貴） 

編集後記

編集委員
■ 広報委員会黄檗担当編集委員
上杉 志成、水落 憲和、松宮 由実、川端 猛夫、塩谷 暢貴

■ 化学研究所担当事務室
山本 守雄、八代 幸造、宮本 真理子、高橋 知世

■ 化学研究所広報室
中村 かおり、濵岡 芽里、古田 智代、谷村 道子

事務部だより　
宇治キャンパスグランドデザインの策定

宇治地区事務部事務部長

土田 英弘

山田 琢允� 平成30年5月31日

元素科学国際研究センター　光ナノ量子物性科学
博士後期課程3年

レーザー学会第 38 回年次大会論文発表奨励賞
「フェムト秒多光子励起顕微鏡による時空間分解発
光測定：ハロゲン化鉛ペロブスカイトのフォトン
リサイクリング」 

河合 総一郎� 平成30年5月26日

環境物質化学研究系　分子微生物科学
博士後期課程3年

第 65 回日本生化学会近畿支部例会 優秀発表賞
「低温菌 Pseudoalteromonas sp. Sq02 株を用いた
タンパク質低温生産システムの開発」

益田 俊博� 平成30年6月25日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博士後期課程2年

22nd Korean Peptide and Protein Society Symposium
2018 Young Scientist Award

「Approach to Control Cell Movement by 
Affecting Membrane Tension」

坂本 健太郎� 平成30年12月7日

生体機能化学研究系　生体機能設計化学
博士後期課程1年

第10回国際ペプチドシンポジウム/第55回ペプチド討論会
日本ペプチド学会ポスター賞

「Improving Endosomolytic Activity of L17E」

高嶋 一平� 平成30年4月13日

生体機能化学研究系　ケミカルバイオロジー
研究員

CSJ Presentation Award 2018
「Self-assembling Molecules Functionalize 
Transplanted Cells」

秤谷 隼世� 平成30年6月26日

生体機能化学研究系　ケミカルバイオロジー
博士後期課程1年

iCeMS Retreat 2018 Best Poster Award
「Metastatic Approach for Cell Engraftment with a 
Self-assembling Molecule, Adhesamine 3.0」

レーザー学会第 38 回年次大会論文発表奨励賞
「ピコ秒高強度レーザーによる静電磁場の自己
生成とその相対論的電子加速への影響」

小島 完興� 平成30年5月31日

先端ビームナノ科学センター　レーザー物質科学
研究員

林 　峻宇� 平成30年9月21日

バイオインフォマティクスセンター　数理生物情報
研究員

第 7 回生命医薬情報学連合大会（IIBMP2018） 
優秀ポスター発表賞

「Pan-cancer Module Network Analysis for Identifying 
Dominating Networks Across Human Cancers」 

日本加速器学会年会賞（口頭発表部門）
「第三高調波電圧誘導法を用いた多層薄膜試料の
超伝導特性の評価」

片山　 領� 平成30年8月10日

先端ビームナノ科学センター　粒子ビーム科学
研究員

佐成 晏之� 平成30年10月6日

元素科学国際研究センター　光ナノ量子物性科学
博士後期課程1年

日本物理学会学生優秀発表賞 領域 5
「高強度 THz 電場による相変化材料における
ゼナートンネリング誘起結晶成長の解明」 

中原 聡志� 平成30年10月6日

元素科学国際研究センター　光ナノ量子物性科学
修士課程2年

日本物理学会学生優秀発表賞 領域 5
「ハロゲン化鉛ペロブスカイトナノ粒子の
トリオン生成メカニズム」 

日本物理学会学生優秀発表賞 領域 2
「CR-39 の 2 段階エッチングによるレーザー
加速プロトン誘起 7Li(p, α)4He・19F(p, α)16O 
反応生成α粒子の検出」

西浦 洋輔� 平成30年10月6日

先端ビームナノ科学センター　レーザー物質科学
修士課程2年
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掲示板

෋ ୡ也　 平成30年 5月24日ٱ

材料機能化学研究系  高分子材料設計化学
修士課程2年（2018年3݄31日修ྃ）

Ἑ田 لو　 平成29年11月21日

材料機能化学研究系  無機フォトニクス材料
修士課程2年

第26回ポϦマー材料フォーラム༏ल発表賞

第31回ダイヤモンドγンポジ΢ム
ポスターセογϣン༏ल賞

「イオンੑポリϚーϒϥシ෇༩ෳ合ඍཻ子の
有機༹媒中にお͚るடংߏ造ܗ成」

「NV 中৺によるྔ子センαの高ײ度化に
「஠ૉෆ純物制御͚ͨ޲

ཥ　 ዢ　 平成29年11月 8日

材料機能化学研究系  ナノスϐントロニクス
博士後期課程1年

The Organizing Committee of JSPM International 
Conference on Powder and Powder Metallurgy
～ 60th Anniversary ～
Poster Award for Outstanding Presentation

「Current Density Dependence of Asymmetric Magnetoresistance
in Pt/Py Bilayers Under Various Magnetic Field Strength」

半田 ַ人　 平成30年 3月17日

元ૉ科学ࡍࠃ研究センター  ޫナノྔ子物ੑ科学
博士後期課程2年

第43回応用物理学会講演奨励賞
「௕期安ఆͳԖフリー CH3NH3SnI3

ബ膜ଠཅి஑のޫૅج学ಛੑ」

海外研究レポート

受賞

　私は卒業後に研究員として留学することを希望
しています。そこで今回、化学研究所若手研究者
国際短期派遣事業（キャリアアップ支援）のご支
援のもと、研究室見学と面接のためにドイツ・ス
イスに１週間滞在させていただきました。無事受
け入れ先も決まり、非常に有意義な経験となりま
した。希望する研究室は独自のデバイスを開発し
ており、それを用いた細胞ഓ養に強みを持ってい
ます。直接機器を見ることで、論文からは௫み切

れなかった装置の仕組みを理解でき、研究計画を
立案するうえで非常に役に立ちました。海外での
研究に不安は多くありますが、この経験を十分に
活かして渡ߤ準備をしていきたいです。「海外研
究機関の研究員等ポストへの応募を目的とした訪
問派遣も対象とする」というॊೈな化研の支援制
度のおかげで、海外での研究に挑戦するきっかけ
を作ることができました。関係者の皆様方に心か
ら感謝申し上げます。

異動者一覧

大学院生＆研究員

ळࣲ ඒ沙ึ生体機能化学研究系 生体機能設計化学  博士後期課程3年

平成29年12月31日 辞　職

特定助教　土ං ါ也（複合基盤化学研究系） 
名古屋大学大学院工学研究科研究員に

平成30年 1月 1日 ഑ஔ׵

助教　藤原 正規（材料機能化学研究系）
材料機能化学研究系無機光ナノ材料研究プロジェクト助教から

平成30年 2月 1日 採　用

特定研究員　ZHANG, Sheng（物質創製化学研究系）
University of Chinese Academy of Sciences Ph.D. から

平成30年 3月 1日 採　用

特定研究員　五十ཛྷ 豊（物質創製化学研究系） 化学研究所研究員から

平成30年 3月31日 ఆ年ୀ職

技術専門員　大ྮ ګ子（環境物質化学研究系） 化学研究所再雇用職員に

平成30年 3月31日 任ظຬྃ

助教　ᴡ藤 高志（元素科学国際研究センター） 化学研究所特定助教に

特定研究員　辻　 将吾（生体機能化学研究系）
国立研究開発法人国立長寿医療研究センター流動研究員に

平成30年 3月31日 辞　職

准教授　古田　 巧（物質創製化学研究系） 京都薬科大学創薬科学系教授に
助教　竹内 勝彦（元素科学国際研究センター）

国立研究開発法人産業技術総合研究所研究員に
技術専門職員　南　 知੖（環境物質化学研究系） 金沢大学任期付技術職員に

平成30年 4月 1日 ซ　任

教授　辻井 敬亘（材料機能化学研究系） 化学研究所長、統合化学系長に

平成30年 4月 1日 昇　任

教授　若宮 淳志（複合基盤化学研究系） 化学研究所准教授から

平成30年 4月 1日 採　用

助教　行本 万ཬ子（物質創製化学研究系）
立教大学大学院理学研究科博士課程後期課程から

助教　森﨑 一宏（物質創製化学研究系） 日本学術振興会特別研究員から

助教　塩谷 暢貴（環境物質化学研究系）
京都大学大学院理学研究科博士後期課程から

助教　森　 智弥（バイオインフォマティクスセンター）
Ｐ̸Ｓ細胞研究所特定研究員から

特定助教　ᴡ藤 高志（元素科学国際研究センター） 化学研究所助教から

特定研究員　井手 ༤ل（物質創製化学研究系）
島根大学大学院総合理工学研究科博士後期課程から

特定研究員　木崎 和郎（物質創製化学研究系）
大阪大学大学院理学研究科博士後期課程から

再雇用職員　大ྮ ګ子（環境物質化学研究系） 化学研究所技術専門員から

平成30年 5月 1日 採　用

助教　Ṅ　 ྟܿ（環境物質化学研究系微量重金属断面਍断研究プロジェクト）
化学研究所研究員から

平成30年 6月 1日 採　用

技術職員　岩੉ 海ཬ（環境物質化学研究系）
 ウイルス・再生医科学研究所技術補佐員から

特定研究員　大木　 出（材料機能化学研究系） 化学研究所研究員から

平成30年 6月30日 辞　職

特定研究員　五十ཛྷ 豊（複合基盤化学研究系）

ୀ職者ޭ࿑表彰

技術専門員　大ྮ ګ子（環境物質化学研究系）

ベルリン・ライプニッツ研究所 Hackenberger 教授とア
テンドしてくれた学生と。

場所：スイス　ジュネーブ大学 他3ヶ所
期間：2018年1月8日～ 1月17日
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CHAOLUMEN 平成29年10月19日

物質創製化学研究系　ߏ造有機化学
博士後期課程3年（平成29年3݄修ྃ）

Reaxys PhD Prize 2017 Finalist
「Electron Depcient Tetraben[o-Fused Pyracylene 
and Conversions into Curved and Planar К -Systems 
with Distinct Emission Behaviors」

GUO, Jing-Dong 平成29年8月11日

物質創製化学研究系　
有機元ૉ化学　研究員

ISOS XVIII & ASiS-6 Poster Prize
「Mechanistic Study on the Reaction of a 
Digermyne with Acetylene」

Ԭ崎 म平 平成29年9月9日

物質創製化学研究系　
造有機化学　修士課程2年ߏ

第 28 回基ૅ有機化学౼論会 ポスター賞
「イミμκールॖ環ϕンκチアジアκール֨ࠎを 
༻いͨۙ੺֎ٵऩ৭ૉの開発」

౻森 ࢻ৫ 平成29年3月30日

物質創製化学研究系　
有機元ૉ化学　博士後期課程2年

日本化学会 第 97 य़ق年会（2017） 学生講演賞
「Synthesis and Structure of Heavier (roup 14 
Analogues of Phenyl Anion」

ੁ原 知ߛ
物質創製化学研究系　
有機元ૉ化学　博士後期課程2年

 平成29年10月27日
第 21 回ケイ素化学協会γンポジ΢ム  
༏लポスター賞

「1
2- ジήルϚシクロϒタジΤンのセレン化反応 � 
2
5- ジήルϚセレノフΣンの合成ͱߏ造」

 平成29年12月9日
第 44 回有機య型元素化学౼論会 ༏ल講演賞

「1
4- ジήルϚϕンθンの合成ɾߏ造ͱੑ質」

　 平成29年3月30日
日本化学会 第 97 य़ق年会（2017） 学生講演賞

「Cyclotrimeri[ation of Arylacetylenes Using a 
(ermanium Catalyst and the Reaction Mechanism」

高ౢ ܙඒ 平成29年9月15日

物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　修士課程2年

The 8th International Meeting on Halogen 
Chemistry  Chemistry Letters Young Poster Award

「Direct Asymmetric α-Fluorination of Amino Acids」

ඌ松 大和 平成29年10月27日

物質創製化学研究系　
有機元ૉ化学　修士課程2年

第 21 回ケイ素化学協会γンポジ΢ム  
༏लポスター賞

「ϔキαシϥシクロϔキαン誘ಋ体の合成」

ᣂ　 །Ղ 平成29年9月7日

材料機能化学研究系　
高分子制御合成　博士後期課程2年

KIPS2017 International Symposium  
Young Scientist Poster Award  
Excellent Poster Award 	Gold


「ARueous Organotellurium Chain Transfer Agents 
and Tellurols for Living Radical Polymeri[ation in 
Water and Recovery of Tellurium」

୮Ӌ ྄太 平成29年10月27日

材料機能化学研究系　
高分子材料設計化学　修士課程1年

第 17 回高分子表໘研究౼論会 ポスター賞
「重合反応଎度論にͮ͘جイオンӷ体中Ͱのް膜ೱް
ポリϚーϒϥシの合成」

本 　༔ 平成29年10月30日ڮ

物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　修士課程1年

第 47 回 複素環化学౼論会 学生༏ल発表 
Chemical Pharmaceutical Bulletin 賞

「触媒的ෆ੪シリル化によるМ - 対শジオールのԕִ
位ෆ੪ඇ対শ化」

ळࣲ ඒ沙ึ 平成29年9月8日

生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　博士後期課程2年

バイオ関連化学γンポジ΢ム ༏लポスター賞
「高分子の細胞಺ૹୡを࣮ݱするΤンドιーム 
ෆ安ఆ化ϖϓチドの開発」

路　 楊天
材料機能化学研究系　
高分子制御合成　博士後期課程3年

　 平成29年8月28日
254th National Meeting of the ACS CRP 
Outstanding Poster Award

「One Pot Synthesis of Structurally Controlled 
Hyperbranched Polymers by Using a Stimuli-
responsive Monomer」

 平成29年9月7日
KIPS2017 International Symposium  
Young Scientist Poster Award  
Excellent Poster Award 	Silverð

「Synthesis of Structurally Controlled 
Hyperbranched Poly(methyl methacrylate)s through 
Living Radical Copolymeri[ation of a Stimuli-
responsive Monomer」

連　 ߁一 平成29年10月27日

材料機能化学研究系　
高分子材料設計化学　修士課程1年

第 17 回高分子表໘研究౼論会 ポスター賞
「Սްܕڮ膜ポリϚーϒϥシの精密合成ͱͦのトϥイ
ϘロジーಛੑධՁ」

益田 俊博 平成29年5月27日

生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　博士後期課程1年

第 64 回 日本生化学会 近ـ支部ྫ会  
༏ल発表賞

を介して༺࡞ޓ質膜ͱの૬ࢷ」 F-actin  ଶ変化をܗ
誘起する྆਌媒ੑϖϓチドの開発」

大学院生＆研究員　受賞

掲示板
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平成28年4月より、異動により宇治地区事務部施設環境課長として赴任し、今年度
いっͺいで停年を迎えます。最後の職場が宇治キャンパスとなりましたが、昭和55年
の京大採用時の最初の仕事が宇治地区基幹整備であったため、感֒深いものを感じて
います。昨年度は化学研究所事務長をഈ命し、今年度はエネルギー理工学研究所事務
長にて研究所の担当事務業務に携わらせていただいています。

施設業務では、平成15年の公共下水道の整備後から問題となっている宇治キャンパ
スにおける不明水問題に取り組んでいますが、߱Ӎ量による不明水の৵入量の影響が
予想以上に多いことに驚くと൐に昨年度はこの調査に課員共々努力しました。化研担
当事務としては、化学研究所創立90周年記念行事を無事にऴえることができ、改めて
化学研究所の長い歴史と日本の化学の発展への影響を再認識しました。

化学研究所は、京都大学で最初に設立された附置研究所として先駆的・先端的研究
に取り組まれ、国立大学共同利用・共同研究拠点の一つとして、国内外の研究機関と
共同利用・共同研究に力を入れられており、担当事務長として研究所業務に関われる
ことは非常に貴重な経験ができたと感じております。

今後とも、宇治̐研究所が相互の協力と連携により、若手研究者の育成や社会貢献活
動のݗ引と発展、また輝かしい研究成果の達成ができますことをお祈り申しあげます。

本号では、時任所長の所長退任の挨拶が掲載されています。化
学研究所創立90周年記念事業を迎えるとともに、共同利用・共同
研究拠点事業が継続され、また他研究機関との新たな共同研究事
業が開始されました。今後の化研のさらなる発展への期待が語ら
れています。

今回編集委員をさせていただき、化研の研究環境が向上する
中、化研の構成員として自分がどうあるべきかを改めて考える良
い機会となりました。最後になりましたが、本号の出版にご協力
いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。
 （文責：鈴木 克明）

編集後記

編集委員

■ 広報委員会黄檗担当編集委員
渡辺　 宏、川端 猛夫、梅谷 重夫、鈴木 克明

■ 化学研究所担当事務室
中村 昌也、八代 幸造、宮本 真理子、安村 純子

■ 化学研究所広報室
武平 時代、中村 かおり、中野 友佳子、濵岡 芽里

事務部だより　
宇治地区શ体に͔͔Θるトピοクスについて

宇治地区事務部ࢪઃ環境課長

Ԭ田 म一

電ؾ学会༏ल論文発表賞 
（基ૅ・材料・共௨部門表彰）
「αϒナノඵ·Ͱのύルスؒ஗Ԇ時ؒにお͚る
μϒルύルスレーザー誘起 Ti 表面ナノߏ造の
アϒレーシϣンのੑ質」

古川 ༤規 平成29年9月19日

先端ビームナノ科学センター　
レーザー物質科学　修士課程2年

環境生物学会 ポスター賞ݶۃ
「௿Թە ┗┬┩┻┥┲┩┰┰┥ sp� HM13 のە体֎膜খ胞を
介しͨ選択的タンύク質分ൻ機ߏの解ੳ」

佂阪 ߛ平 平成29年11月11日

環境物質化学研究系　
分子ඍ生物科学　修士課程1年

本 ݈太࿠ࡔ
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　修士課程2年

　 平成29年11月21日
第 54 回ϖプνド౼論会 若手ޱ಄発表࠷༏ल賞

「Histidines in L17E Endosome-destabili[ing 
Peptide」

 平成29年11月28日
生有研γンポジ΢ム 2017 
ベストσィスカογϣン賞

ૻ田 ௚樹　 平成29年9月23日

元ૉ科学ࡍࠃ研究センター　
ޫナノྔ子物ੑ科学　修士課程2年

第 3 回日本物理学会ྖҬ 5 学生ポスター༏ल賞
「ϋロήン化Ԗϖロϒスカイトナノཻ子のՙి 
励起子ɾ励起子分子μイナミクス」 

 平成29年5月31日
第 66 回高分子年次大会  
高分子学会༏लポスター賞

「ςンμーྖҬࣼೖࣹখ֯ 9 ઢࢄཚ๏によるポリ 
スチレン -b- ポリ（2- ビニルϐリジン）ബ膜の 
「࡯؍造ߏの޲ํ͞ਂ

 平成29年9月7日
KIPS2017 International Symposium  
Young Scientist Poster Award  
Excellent Poster Award 	Blonze


「Depth-dependent Structural Analyses in PS-b-
P2VP Thin Films as Revealed by (ra[ing Incidence 
Small Angle Scattering with Tender Region Energy」

辻Ԭ 宏太
ෳ合ج൫化学研究系　
高分子物質科学　修士課程2年

平成29年11月21日
第 54 回ϖプνド౼論会 ポスター賞

「Novel Macropinocytosis-inducing Cell Penetrating 
Peptides」

 ARAFILES, Jan Vincent V. 
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　博士後期課程1年

Ԙ谷 ெو 平成29年9月22日

環境物質化学研究系　
分子環境解ੳ化学　博士後期課程3年

第 66 回高分子౼論会 ༏लポスター賞
「有機൒ಋ体ബ膜の分子഑޲制御機ߏ � pMAIRS 
およͼ (I9D による解ੳ」

෌田 和޹ 平成29年8月8日

環境物質化学研究系　
分子環境解ੳ化学　修士課程1年

日本分析化学会近ـ支部 
第 11 回平成Նقセミナー ༏लポスター賞

「༹媒ॲ理͕ポルフΟリン誘ಋ体ബ膜の分子ߏ造に 
ڹすӨ΅ٴ � pMAIRS ๏による膜ߏ造解ੳ」

อ উ੣ 平成29年4月1日ٱ

環境物質化学研究系　
分子材料化学　博士後期課程2年

第 64 回応用物理学会य़ق学術講演会  
Poster Award

「֎部ྔ子ޮ཰ 25� を௒͑る೤ੑ׆化ܕ஗Ԇ 
材料を༻いͨ੨৭有機ޫܬ EL ૉ子の開発」
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森崎 一宏　 平成29年 3月31日

物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　研究員

二宮　 良　 平成29年 3月31日

物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　修士課程2年

松本 憲志　 平成28年12月22日

物質創製化学研究系　
精密無機合成化学　博士後期課程2年

日本薬学会第137年会優秀発表賞（口頭発表の部）

日本薬学会第137年会優秀発表賞（ポスター発表の部）

第26回日本MRS年次大会　奨励賞

「N 無保護トリフルオロメチルケチミンに対する
直接的触媒的アルキニル化反応」

「有機分子触媒によるジケトンの位置選択的
シアノシリル化」

「High-performance L10-FePd/α-Fe Nanocomposite 
Magnets with Well-controlled Nanostructures」

平成28年度化学研究所　大学院生研究発表会 オーラル ・ ポスター賞
平成29年2月27日（月）、平成28年度の大学院生研究発表会が開催され、博士後期課程3年

生による21件の口頭発表と、修士課程2年生によるポスター発表59件が行われました。研究所
教員による厳正な審査の結果、オーラル賞・ポスター賞各賞が下記の方々に授与されました。
どの発表においても化学研究所らしい多様な研究分野の最新の研究成果が紹介され、活気あふ
れる研究発表会となりました。 （平成28年度 講演委員会）

この4月より化学研究所事務長に着任しました中村です。
20年以上前のことになりますが、経理部管財課（現施設部プロパティ運用課）に在

籍当時、資産関係の仕事で宇治地区を度々訪問しておりました。当時はまだ道路脇に
コンクリート塀があって少し暗いイメージを持っていました。

数年前、宇治地区での仕事の機会に、おうばくプラザを中心とする東エリアが一変
していること、本館の耐震改修工事で見違えるような明るく開かれた宇治キャンパス
となっていることに驚いたことを思い出します。

事務長とともに経理課長を兼務させていただいており、この宇治キャンパスでの研
究、教育環境を維持するために、宇治地区共通経費をお預かりしています。電気経費
などの光熱水料、法令で定められた点検費用、老朽化するインフラの改修費用など、
宇治地区4研究所共通的経費検討委員会を経て、宇治地区部局長会議にてご承認いただ
いているところですが、キャンパス内の共通施設の維持管理経費は経年により年々増
加していきます。事務部としましても、契約内容の見直しなどによる支出抑制は勿論
のこと、インフラ改修費用については、施設環境課と協力して各種経費要求などに引
き続き努めて参りますので、ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。

「赤煉瓦倉庫」が「碧水舎」として生まれ返った。宇治キャン
パスは旧陸軍の敷地跡に教養部が設置され、筆者が教えを受けた
先生方からは、宇治の教養部から学生生活が始まったこと、また
その当時の思い出等を伺った。筆者は逆に、大学院進学後初めて
宇治キャンパスに通学することになった。その頃は旧陸軍の敷地
であったことを思い出させる建物等が多く残っていた。次第に整
備され、近代的なキャンパスに変容していくことになったが、歴
史ある建物が当時の面影を残しながら改修 • 整備され、新しく利
用されることは意義深いことである。 （文責：梅谷 重夫）

事務部だより　
化学研究所事務長に着任して

編集後記

編集委員

■ 広報委員会黄檗担当編集委員
渡辺　 宏、川端 猛夫、梅谷 重夫、鈴木 克明

■ 化学研究所担当事務室
中村 昌也、八代 幸造、宮本 真理子、安村 純子

■ 化学研究所広報室
武平 時代、中村 かおり、中野 友佳子、濵岡 芽里

路　 楊天　 平成29年 3月30日

材料機能化学研究系　
高分子制御合成　博士後期課程3年

日本化学会第97春季大会（2017）学生講演賞
「One Pot Synthesis of Dendritic Hyperbranched 
Polymers by Using Vinyl Tellurides」

益田 俊博　 平成29年 3月31日

生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　博士後期課程1年

日本薬学会第137年会優秀発表賞（口頭発表の部）

「膜張力の変化を介して細胞運動を誘起する
新規ツールの開発」

浅野 理沙　 平成29年 3月31日

生体機能化学研究系　
ケミカルバイオロジー　研究員

日本薬学会第137年会優秀発表賞（口頭発表の部）

「25-ヒドロキシビタミン D による SREBP-SCAP
の分解メカニズムの解明」

寺本 研介　 平成29年 5月31日

先端ビームナノ科学センター　
レーザー物質科学　博士後期課程3年

レーザー学会学術講演会
第37回年次大会論文発表奨励賞

「高強度レーザー誘起金属ワイヤー表面波の磁場計測」

大学院生＆研究員　受賞

木村 仁士　 平成29年 3月30日

物質創製化学研究系　
精密無機合成化学　博士後期課程2年

日本化学会第97春季大会（2017）学生講演賞
「Investigation on Long-lived Charge Separation in 
Visible Light-responsive AuXS/ZnS Heterostructured 
Nanoparticles」

オーラル大賞 構造有機化学 張　 鋭
オーラル 2 位 精密無機合成化学 江口 大地
オーラル 3 位 ケミカルバイオロジー 浅野 理沙

構造有機化学 二子石 師

ポスター大賞 構造有機化学 梶　 章二
高分子制御合成 関　 豊光
分子微生物科学 横山 文秋

ポスター 2 位 高分子材料設計化学 恵木 洸貴
高分子材料設計化学 山下 晃平
生体機能設計化学 渡辺 健介
先端無機固体化学 西村 幸恵
光ナノ量子物性科学 半田 岳人
光ナノ量子物性科学 広重　 直

　　化学研究所事務長
（兼 宇治地区経理課長）中村 昌也



菅原 知紘　                               平成28年10月8日
物質創製化学研究系
有機元素化学　博士後期課程1年

第20回ケイ素化学協会シンポジウム
RSC Chemical Communication Poster Award
「Synthesis and Structure of Cyclic Compounds Containing
Germanium Atoms Utilizing A Digermacyclobutene Derivative」

藤森 詩織　                              平成28年7月21日
物質創製化学研究系
有機元素化学　博士後期課程1年

第27回有機金属化学国際会議（ICOMC2016）
優秀ポスター賞
「Reaction of Germabenzenylpotassium with [Cp*RuCl]4:
Unexpected Formation of Ruthenium-substituted Germabenzene」

二子石 師　                                    平成28年9月3日
物質創製化学研究系　
構造有機化学　博士後期課程3年

第27回基礎有機化学討論会 ポスター賞
「酸素分子を内包したフラーレン誘導体の合成と性質」

第1回フロンティア太陽電池セミナー
最優秀ポスター賞                            平成28年11月18日
「高純度前駆体材料を用いた高効率ペロブスカイト太陽電池
の作製」

尾﨑 雅司
物質創製化学研究系
構造有機化学　博士後期課程1年

AEARU 6th Energy and Environmental Workshop
Best Poster Award, 2nd Prize      平成28年8月27日
「Development of CH3NH3PbI3・DMF as a Perovskite 
Precursor for Highly Efficient Perovskite Solar Cells」

塚尾 昌浩　                            平成28年12月17日
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程1年

第10回有機π電子系シンポジウム ポスター賞
「キノリノール配位子のπ共役拡張とアルミニウム錯体形成」

笠松 幸司　                              平成28年11月7日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

第42回反応と合成の進歩シンポジウム
優秀発表賞
「キラルエノラートの長寿命化: アミノ酸誘導体の不斉α-フッ素化への応用」

第110回有機合成シンポジウム
優秀ポスター賞                               平成28年11月11日
「不斉記憶型分子内アルキル化における立体保持・
反転の要因について」

大津寄 悠
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程2年

Molecular Chirality Asia 2016
Best Poster Prize                           平成28年4月23日
「Mechanistic Investigation of Stereochemical Diversity
in Asymmetric Cyclization via Memory of Chirality」

江口 大地　                              平成28年6月15日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　博士後期課程3年

ナノ学会第14回大会 若手優秀ポスター発表賞
「半導体量子ドットとポルフィリン誘導体間の光誘起電荷分離」

山下 晃平　                             平成28年5月27日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　修士課程2年

第65回高分子学会年次大会 優秀ポスター賞
「ポリマーブラシ付与複合微粒子の液晶中における分散挙動」

藤森 智也　                             平成28年9月16日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　修士課程1年

第65回高分子討論会 優秀ポスター賞
「マイクロ流体制御のためのキャピラリー内表面への
厚膜濃厚ポリマーブラシ付与」

関　豊光　                            平成28年11月19日
材料機能化学研究系
高分子制御合成　修士課程2年
The 10th International Symposium 
on Integrated Synthesis(ISONIS-10)
The Best Poster Award
「Development of an Efficient Method for Tellurium Recovery and Recycling
from Polymer-end by Using Fluorous Tellurol and Fluorous Extraction」

第77回応用物理学会秋季学術講演会
放射線分科会学生ポスター賞          平成28年9月15日
「Ce3+ドープバリウムホウ酸塩ガラスの出発物質に依存した
発光特性調査」

鳥本　彩
材料機能化学研究系
無機フォトニクス材料　修士課程2年

日本セラミックス協会 第29回秋季シンポジウム
優秀ポスター賞                                  平成28年9月9日
「出発物質の異なるCeドープバリウムホウ酸塩ガラスの発光特性」

第11回次世代先端光科学研究会 若手奨励賞
                                                        平成28年12月20日
「アルカリ土類置換ホウ酸塩ガラスにおけるCeの発光特性」



村山　知　                              平成28年6月22日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程3年

The 34th European Peptide Symposium and 
The 8th International Peptide Symposium
Travel Grant
「Membrane-remodeling Amphipathic Peptides Enhance 
Direct Penetration of Octaarginine」

和田 啓幹　                            平成28年11月17日
環境物質化学研究系
分子材料化学　修士課程2年

有機EL討論会 第22回例会講演奨励賞
「高効率塗布型有機ELおよび塗布型ホストフリー有機ELを
目指した低分子TADF材料の開発とそのデバイス特性評価」

塩谷 暢貴　                             平成28年9月13日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　博士後期課程2年

第40回（2016年春季）応用物理学会 
講演奨励賞
「赤外pMAIRS法を用いた有機半導体薄膜の
構造異方性解析」

吉田 亮太　                             平成28年10月28日
元素科学国際研究センター
有機分子変換化学　博士後期課程3年

第61回リグニン討論会 学生口頭発表賞
「ルテニウム錯体結合型アミノ酸触媒を用いるリグニン
およびモデル化合物の酸化的分解」

保坂 祥輝　                              平成28年9月21日
元素科学国際研究センター
先端無機固体化学　博士後期課程3年

2016 E-MRS Fall Meeting and Exhibit
The Best Student Presentation Award
「A New Layered Double Perovskite Ca2FeMnO6 Showing
Charge Disproportionation of Unusually High Valence Fe4+」

20th International Symposium on 
Homogeneous Catalysis (ISHC XX)
Poster Prize                                   平成28年7月15日
「Synthesis of Ir(I) and Rh(I) Complexes Bearing a 
Noninnocent PNP-Pincer Type Phosphaalkene Ligand
(Eind-PPEP) and Their Application for Catalytic
Hydrosilylation of CO2」

田口 廣臣
元素科学国際研究センター
錯体触媒変換化学　博士後期課程2年

第5回JACI/GSCシンポジウム GSCポスター賞
                                                                          平成28年6月3日
「ノンイノセントPNPピンサー型ホスファアルケンイリジウム（I）
錯体によるCO2の触媒的ヒドロシリル化反応」

益田 俊博　                            平成28年10月27日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　修士課程2年

第53回ペプチド討論会 ポスター賞
「Novel Peptide Tool to Induce Cell Movement 
by Affecting Membrane Tension」

秋柴 美沙穂　                           平成28年7月7日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程1年
The 14th Chinese International Peptide Symposium &
the 5th Asia-pacific International Peptide Symposium
Poster Prize
「Modification of Natural Hemolytic Peptide Achieving 
Intracellular Delivery of Antibodies」

勝田 陽介　                              平成28年9月8日
生体機能化学研究系
ケミカルバイオロジー　研究員

第10回バイオ関連化学シンポジウム 講演賞
「RNA G-quadruplex選択的化合物を用いた網羅的なRNA
G-quadruplexの探索」

森　一晃　                                平成28年9月5日
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　博士後期課程3年

電気学会 優秀論文発表賞
基礎・材料・共通部門表彰
「ダブルパルスレーザーとクラスタープラズマとの
相互作用によるTHz波発生」

寺本 研介　                                平成28年9月5日
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　博士後期課程2年

電気学会 優秀論文発表賞
「高強度レーザープラズマにより誘起された
金属ワイヤー表面波」

広重　直　                                平成28年9月15日
元素科学国際研究センター
光ナノ量子物性科学　修士課程2年

第2回日本物理学会 領域5 学生ポスター優秀賞
「単一CdSe/CdSナノ粒子におけるカスケード発光分光:
クーロン相互作用による励起子分子発光増大」

仲嶋 なつ　                               平成28年3月10日
バイオインフォマティクスセンター
数理生物情報　研究員

2015年度山下記念研究賞
「Network Completion for Static Gene Expression Data」

事務部だより



塩谷 暢貴
環境物質化学研究系　
分子環境解析化学　博士後期課程2年
  
第25回MRS年次大会 奨励賞
「簡便なスピンコート法による高度に
配向した機能性薄膜の作製」

  
日本化学会 第96春季年会 学生講演賞
「光学等方性薄膜のBerreman 効果を利用した
赤外pMAIRS 測定条件の実験的最適化」

森　一晃
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　博士後期課程3年
レーザー学会第36回年次大会
優秀論文発表賞
「ダブルパルスレーザーと原子クラスターとの
相互作用によるテラヘルツ波発生」

受賞者

　毎年、年度末に開催される大学院生研究発表会は、その年の
卒業生がこれまでの自分の研究成果を化研の方々に発表する
場であり、博士後期課程の学生は口頭発表、修士課程の学生は
ポスター発表を行います。今回、私も修士課程を卒業するにあた
りポスター発表をさせて頂きました。発表を終えた今、改めて感
じたことは、化研には様々な研究分野の方々が在籍しており、普
段の学会発表では聞くことのできない様々な視点の質問やアド
バイスをたくさん頂けるということです。また、自分の専門外の分
野の発表もたくさん聞かせて頂き視野が広がったようにも思い

ます。この経験を糧に、博士後期課程においてもさらに精進して
いきたいと思います。最後になりますが、お世話になっています
化研の先生方や技術職員の
方々、事務の方々、そして雨の日
も風の日も苦楽をともにしてきた
仲間達のおかげで素晴らしい環
境で研究をさせて頂けているこ
とに心から感謝申し上げます。

菅原 知紘
物質創製化学研究系
有機元素化学　博士後期課程1年
新学術領域研究「元素ブロック高分子材料の創出」
第4回合同修士論文発表会 優秀発表賞
「安定なゲルマニウム間多重結合化合物の合成と反応性」

平成28年3月4日

陸 　文傑
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年
日本薬学会第136年会 優秀発表賞
「官能基化されたロジウムカルボキシラート触媒の
合成と触媒活性」

賞 状

平成28年3月31日

笠松 幸司
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年
日本薬学会第136年会 優秀発表賞
「アミノ酸誘導体から生じるC-N軸性不斉エノラートの
長寿命化現象」

賞 状
C-

平成28年3月31日

吉村 瑶子
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス　博士後期課程3年(平成28年3月修了)
平成27年度 京都大学総長賞
「ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞」

平成28年3月14日

平成27年12月10日

平成28年4月16日

平成28年5月31日

古川 雄規
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　修士課程1年
レーザー学会第36回年次大会
優秀論文発表賞
「フェムト秒レーザーダブルパルス
照射におけるTi表面ナノ周期構造形成」

平成28年5月31日



研究体験レポート

吉村 瑶子ロレアル－ユネスコ女性科学者日本奨励賞授賞式に出席して 材料機能化学研究系 ナノスピントロニクス  博士後期課程3年

 2015年7月8日、第10回ロレアル－ユネスコ女性科学
者日本奨励賞の授賞式に出席して参りました。この賞
は、博士後期課程に在籍または、博士後期課程に進学予
定の女性科学者を対象に授与されています。
　修士課程に入学した頃の私は、周りのレベルについて
いけるのか不安を抱えていました。しかし、研究室の先
輩方と過ごすうちに、研究の醍醐味と楽しさを大きく感
じるようになり、博士後期課程への進学を決意しました。
　今回の受賞理由は、「低消費電力で高速動作する全く

新しい情報記録装置の実用化に向けて貢献し
た」というものでした。自分が研究者として一定の
評価を頂いたと感じ、とても自信がつきました。
　ここまで研究を続けてこられたのは、日頃から
研究に関して助言を下さり、真剣かつ楽しく研究
できる環境を作って下さった研究室の皆様のお
かげです。今後もこの賞に恥じないように研究者
として成長し、多くの人に影響を与えられるような
人になりたいと思っています。

授賞式後のレセプションにて
研究室のKIM助教（左）、森山助教（右）と。

元素科学国際研究センター 無機先端機能化学  博士後期課程2年 保坂 祥輝

 化研若手研究者海外派遣制度の支援を受け、約一ヶ月
間イギリスにて実験及び研究滞在をしてきました。最初
の週に中性子実験施設ISISにて中性子回折測定を行っ
た後、エジンバラ大学のAttfiled教授の研究室で中性子
回折の解析手法について学びました。今回使用したビー
ムラインWISHは高い輝度と広いdレンジでの測定が可
能で、測定した試料全てで質の高いデータを得ることが
できました。
　測定データの解析を行うために滞在したエジンバラ

は、スコットランドにある海沿いの街です。緯度は北海道
よりも高く、日本が梅雨で蒸し暑い季節でもとても快適に
過ごすことができました。また、研究室では解析技術を習
得し、実際の解析でも良い解析結果を得ることができた
点で非常に満足しています。
　今回の滞在では海外の研究者や同年代の学生との関
わりを多く持つことができ、貴重な経験をすることができ
たと思います。このような機会をいただけたことに感謝い
たします。

海外研究レポート
場所：イギリス　エジンバラ大学
期間：2015年6月14日～7月17日

現地の学生とともに観光も楽しみました。

大学院生＆研究員

第62回有機金属化学討論会 ポスター賞
　　　　　　　　　　　　　　　平成27年9月28日
「ゲルマベンゼニルカリウムの合成と構造」

第19回ケイ素化学協会シンポジウム ポスター賞
　　　　　　　　　　　　　　　　　　  平成27年10月23日
「ゲルマベンゼニルカリウムの構造と反応性」

長田 浩一　         平成27年7月31日
物質創製化学研究系　
有機元素化学　博士後期課程3年

第14回無機環状化合物国際会議（IRIS-14）
Award for Best Poster
「Reactions of a Barrelene-type Dialumane Bearing 
Bulky Aryl Substituents with Lewis Bases」

菅原 知紘　         平成27年10月23日
物質創製化学研究系
有機元素化学　修士課程2年

第19回ケイ素化学協会シンポジウム ポスター賞
「安定なジアリールジゲルミンとアルケン、アルキンの
反応」

藤森 詩織
物質創製化学研究系
有機元素化学　修士課程2年

第50回有機反応若手の会 優秀ポスター賞
　　　　　　　　　　　　　　　　 平成27年7月31日
「ゲルマベンゼニルカリウムの合成と性質」

The 5th Asian Silicon Symposium (ASiS-5)
Best Poster Award　 　　　　 平成27年10月20日
「Synthesis and Structure of a Stable Germabenzyl 
Potassium Derivative」

吉住 年弘　         平成27年4月13日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　研究員

日本化学会第95春季年会 優秀講演賞（学術）
「可視光水酸化用の遷移金属酸化物ナノ粒子担持光
アノードの光触媒活性」

橋川 祥史　         平成27年11月7日
物質創製化学研究系
構造有機化学　博士後期課程1年

第54回NMR討論会 若手ポスター優秀賞
　　　　　　　　　JEOL RESONANCE賞
「かご型炭素クラスターC₆₀およびC₅₉Nに内包された
H₂OとH₂の¹H NMR緩和時間」

笠松 幸司　         平成27年6月13日
物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　博士後期課程2年

モレキュラー・キラリティー2015 最優秀ポスター賞
「長寿命化現象を利用するアミノ酸誘導体の
不斉記憶型α-フッ素化」

張　鋭　         平成27年7月10日
物質創製化学研究系　
構造有機化学　博士後期課程2年

ISNA 16    Poster Prize
「X-ray Structure and Properties of 
Endohedral C₇₀ Encapsulating Water Molecule(s)」

二子石 師　         平成27年9月26日
物質創製化学研究系　
構造有機化学　博士後期課程2年

第26回基礎有機化学討論会 ポスター賞
「開口フラーレンへのメタノール分子の導入と
そのX線構造」



松本 憲志　         平成27年9月11日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　修士課程2年

第66回コロイドおよび界面化学討論会 ポスター賞
「 L1₀-FePd/α-Feナノコンポジット磁石の
結晶粒径制御による高性能化」

吉村 瑶子　         平成27年7月8日
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス　博士後期課程3年

ロレアル－ユネスコ女性科学者 日本奨励賞
「低消費電力で高速動作する
全く新しい情報記録装置実用化に向けた貢献」

川口 祥正　         平成27年11月17日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程3年

第52回ペプチド討論会 ポスター賞 
「Syndecan-4 as a Possible Octaarginine Receptor 
for Its Clathrin-Mediated Endocytic Uptake」

齋藤 奨太　         平成27年9月28日
元素科学国際研究センター
典型元素機能化学　修士課程2年

第62回有機金属化学討論会 ポスター賞
「有機亜鉛反応剤を用いるアザビシクロアルケンの
鉄触媒不斉カルボメタル化反応」

第37回生体膜と薬物の相互作用シンポジウム 
優秀発表賞　   　　　　　　　　　　　　　平成27年11月20日
「曲率誘導性をもつ両親媒性へリックスペプチド
によるオクタアルギニンの膜透過促進」

八幡 芳和　         平成27年11月12日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　博士後期課程3年

第5回CSJ化学フェスタ2015 優秀ポスター発表賞
「ポリマーブラシ付与複合微粒子によるポリマー/イ
オン液体ブレンド膜の相分離構造制御 」

谷口 卓也　         平成27年11月1日
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス　博士後期課程1年

日本物理学会領域3 第1回学生奨励賞
「スピンホールトルクによる磁壁クリープ現象の研究」

岸本 瑞樹　         平成27年10月22日
複合基盤化学研究系　
高分子物質科学　修士課程2年

平成27年度 繊維学会秋季研究発表会
若手優秀ポスター賞
「基板表面改質が高分子薄膜のガラス転移温度に及ぼす影響」

宮坂 泰弘　         平成27年9月17日
先端ビームナノ科学センター　
レーザー物質科学　研究員

平成26年電気学会研究会 
基礎・材料・共通部門表彰
「フェムト秒レーザー照射による金属のアブレーション率」

関　隼人　         平成27年4月13日
元素科学国際研究センター　
無機先端機能化学　博士後期課程3年

日本化学会第95春季年会 学生講演賞
「ペロブスカイト SrFe₁-xNixO₃の結晶構造と物性」

陳　礼輝　　         平成27年5月12日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　博士後期課程3年

ナノ学会第13回大会 若手優秀ポスター発表賞
「Investigation on Carrier Dynamics of Oleylamine-
Capped Copper Indium Sulfide Nanocrystals 
Using Femtosecond Laser Flash Photolysis」

江口 大地　         平成27年4月13日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　博士後期課程2年

日本化学会第95春季年会 学生講演賞
「ポルフィリン誘導体を用いた金クラスターの構造制御」

渡邉 浩太　         平成27年5月29日
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　修士課程2年

レーザー学会第35回年次大会 優秀論文発表賞
「高強度短パルスレーザー加速電子を用いた
超高速電子線回折」

伊吹 博人　         平成27年9月18日
元素科学国際研究センター
光ナノ量子元素科学　修士課程2年

第1回日本物理学会領域5 学生ポスター優秀賞
「単一CdSe/ZnSナノ粒子の電荷ゆらぎと
発光明滅・スペクトル拡散」

山田 琢允　         平成27年9月18日
元素科学国際研究センター
光ナノ量子元素科学　修士課程2年

第1回日本物理学会領域5 学生ポスター優秀賞
「ハロゲン化鉛ペロブスカイトCH₃NH₃PbX₃(X=I,Br)
単結晶における光キャリアの拡散・再結合ダイナミクス」

村山　知
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程2年

第52回ペプチド討論会
若手口頭発表優秀賞　   平成27年11月17日
「Membrane-remodeling Amphipathic Helical
Peptides Accelerate Direct Penetration of Octaarginine」

秋柴 美沙穂　         平成27年12月11日
生体機能化学研究系　
生体機能設計化学　修士課程2年

7th International Peptide Symposium
Best Poster Award
「Novel Endosome-destabilizing Peptide for
Intracellular Delivery of Exogenous Antibodies」

高屋 潤一郎
生体機能化学研究系
ケミカルバイオロジー　博士後期課程4年

天然物ケミカルバイオロジー 第7回若手研究者ワークショップ 
優秀発表者表彰　         　　　  平成27年6月9日
「痛みセンサーTRPA1の選択的アゴニストとその可視化」

PACIFICHEM 2015  Student Poster Competiton Award 
　　　　　　　　　　　　　              平成27年12月18日
「Discovery of a Potent and Selective Agonist of 
TRPA1 and Direct Observation of Its Binding
to TRPA1 by Electron Microscopy」

波田 美耶子　         平成27年9月11日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　修士課程1年

第66回コロイドおよび界面化学討論会 
ポスター賞
「可視MAIRS法によるポルフィリン誘導体
薄膜構造の研究」

清水 祐吾　         平成27年10月31日
バイオインフォマティクスセンター　
化学生命科学　研究員

生命医薬情報学連合大会2015年大会 研究奨励賞
「Relating the Reaction Types and Phylogeny of
Type Ⅲ Polyketide Synthases」

西村 陽介　         平成27年10月31日
バイオインフォマティクスセンター　
化学生命科学　博士後期課程3年

生命医薬情報学連合大会2015年大会 研究奨励賞
「Revealing Complete Genomes from Metagenomes:
A Case Study for Viruses in the Ocean」

柿堺　悠　         平成27年10月1日
材料機能化学研究系　
ナノスピントロニクス　博士後期課程2年

応用物理学会2015年秋季大会 Poster Award
「Approach to Electric Field Induced Domain 
Wall Motion in MgO/Co/Pt System」



受賞者

　このICR-Dセミナーは自らの研究を俯瞰的に見る

ことができる場だと思っており、かつ、普段の学会で

は得ることのないような貴重な質問や意見を受ける

ことができます。昨年、私も講演を行ったのですが新

たな気付きがありました。今年度からは、私もICR-D

セミナーのお世話をさせて頂く一人となりました。こ

のICR-Dセミナーに多くの方が参加でき、お互いが勉

強し合えるような環境を整えていき、化研らしい交流

を深めていきたいと思っています。どうぞよろしくお

願いいたします。

笠松 幸司　         
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　
博士後期課程2年

日本薬学第135年会 
優秀発表賞
「アミノ酸誘導体の
不斉記憶型α-フッ素化」
　　　　　　平成27年3月31日

物質創製化学研究系
精密無機合成化学 
博士後期課程2年

　  　 江口 大地

大学院生＆研究員



物質創製化学研究系 構造有機化学  修士課程2年 橋川 祥史

　化学研究所若手研究者国際短期派遣事業によ
り、4月1日から6月28日まで、チューリッヒ工科大学
のDerek Vance教授の研究室に滞在し、研究を行い
ました。チューリッヒは、歴史ある建物、美しい自然、
便利な交通網のあるすばらしい都市です。ただ、非
常に物価が高いことには、苦労しました。
　今回の滞在の目的の一つは、海水中銅同位体比
分析法の相互校正でした。海洋の微量元素とその同
位体比は、海洋における強力なトレーサー・プロキ
シになることから、世界中で活発に研究が行われて

います。銅同位体比については、現在までに我々を
含めて３つのグループによって発表されています
が、それぞれの分析法の相互校正が未だ成されて
いないため、異なる分析法によって得られた値を比
較し、議論することができませんでした。そこで、
我々が現在までに開発した分析法と、訪問先研究室
で使われている分析法を用いて、同一海水試料を
分析することで、相互校正を行いました。
　このような機会を与えてくださった関係者の皆様
に感謝いたします。

　私たちの研究室では、身の回りの化学現象である
「発光」に着目し、蛍光物質を実際に手にとってもら
い、エネルギーを与えることで発光する様子を体験し
てもらっています。実験方法は至って簡単で、赤・青・
緑の三種類の色素溶液を用意し、ここにブラックライ
トを照射したり（光エネルギーによる発光）、酸化剤
溶液を加える（化学エネルギーによる発光）というも
のです。なかでも、複数の色素溶液を混ぜ合わせて
好みの発光色を調製するコーナーが人気で、色素溶

液が強く光る様子に子供たちは歓喜の声を上げて
いました。今年度ラボ運営に新たに加わった学生4
名（修士課程1年生と学部4年生）は、最初は戸惑っ
ていましたが、徐々に馴染んでいき、存分に楽しむこ
とができました。公開キャンパスは大盛況のうちに
終わり、当ラボの来場者数は2日間でのべ700人に
達しました。まだまだ課題は残りますが、次回も来場
者の方々に楽しんでもらえるように、研究室一丸と
なって公開キャンパスに取り組みたいと思います。

チューリッヒの夕焼け
（下宿先の屋上から）

ケミルミネッセンス：化学の力で有機化合物を光らせよう！

海外研究レポート

10月25日～26日 宇治キャンパス公開公開ラボレポート

場所：スイス　チューリッヒ工科大学
期間：2014年4月1日～6月29日 環境物質化学研究系 水圏環境解析化学  博士後期課程3年 高野 祥太朗

キャンパス公開当日は実験と
撮影を担当しました。

長田 浩一　         平成26年7月18日
物質創製化学研究系　
有機元素化学　博士後期課程2年

第26回有機金属化学国際会議（ICOMC） 
学生ポスター賞
「Syntheses and Structures of Alumylene-
Platinum Complexes」

Chaolumen　         平成26年9月9日
物質創製化学研究系
構造有機化学　博士後期課程1年

第25回基礎有機化学討論会 ポスター賞
「Synthesis and Properties of Dibenzo[a,f]perylene
Bisimide Derivatives」

張　 鋭
物質創製化学研究系
構造有機化学　博士後期課程1年

第25回基礎有機化学討論会 ポスター賞
                                                        平成26年9月9日
「C₆₉S骨格をもつ開口チアフラーレンの合成とX線構造」

丸山 直輝　         平成26年10月16日
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程1年

第6回薄膜太陽電池セミナー2014
最優秀ポスター講演賞
「高効率有機無機ハイブリッド型太陽電池のため
の作製法開発」

馬場 智明　         平成26年9月12日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

第44回複素環化学討論会
Chemical and Phamaceutical Bulletin Poster Award
「Intramolecular Asymmetric Cross-Aldol Reaction Catalyzed by
Axially Chiral Acid-Base Catalysts Bearing Aniline Type Amine」

竹内 裕紀　         平成26年8月10日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程2年

第16回日本糖質学会 ポスター賞
「グルコースの位置選択的修飾による配糖体合成」

藤森 悠介　         平成26年9月6日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程1年

第27回国際ポリフェノール会議2014
ポスター賞
「Total Synthesis of Ellagitannins via 
Regioselective Acylation of Glucose」

第4回CSJ化学フェスタ2014 優秀ポスター発表賞
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　平成26年11月10日
「開口チアフラーレンC₆₉S誘導体の合成とX線構造」

橋川 祥史　         平成26年11月10日
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程2年
第4回CSJ化学フェスタ2014 優秀ポスター発表賞
「水素分子内包アザフラーレンの合成」

呉　 欣倫　         平成26年5月23日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　研究員

ナノ学会第12回大会 若手優秀ポスター発表賞
「Shape Dependent Crystal Structural Control of 
Semiconductor Nanocages」

大学院生＆研究員



川口 祥正　         平成26年10月24日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程2年
第51回ペプチド討論会 ポスター賞
「Identifying Membrane Proteins Involved in Cellular 
Uptake of Octaarginine Peptide by Photocrosslinking」

秋柴 美沙穂
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　修士課程1年
第51回ペプチド討論会 
若手口頭発表優秀賞          平成26年10月23日
「A Novel Peptide Sequence for Endosome Disruption
Derived from Natural Hemolytic Peptide」

山田 一斗　         平成26年6月26日
複合基盤化学研究系
分子集合解析　修士課程2年
応用物理学会関西支部
平成26年度第1回講演会ポスター賞（最優秀賞）
「低エネルギー逆光電子分光法による有機半導体薄膜
の空準位の精密測定と分子配向依存性」

飯塚 英祐　         平成26年10月15日
元素科学国際研究センター
遷移金属錯体化学　修士課程1年
第61回有機金属化学討論会 ポスター賞
「直接的アリール化重合による
ジチエノシロール含有D-A型π共役系高分子の合成」

三原 知子　         平成26年10月3日
バイオインフォマティクスセンター
化学生命科学　博士後期課程3年
第3回生命医薬情報学連合大会 ポスターデザイン賞
「Why Do Some Viruses Encode Amino Acid 
Biosynthetic Genes?」

竹中　亨 名誉教授 ご逝去
　竹中　亨先生は、平成26年７月26日逝去され
ました。享年85歳。
　先生は昭和４年７月20日岡山県津山市にお
生まれになり、同27年３月広島文理科大学物理
学科を卒業され、同年京都大学大学院理学研究
科物理学専攻に入学、同28年５月に化学研究所後藤研究室の助手に
採用されました。昭和42年２月コロイド化学研究部門助教授、同46年
４月同部門教授に昇任されました。改組により平成４年度から「界面物
性研究部門I」の教授をつとめられたのち、同５年３月停年退官され、
同年４月京都大学名誉教授の称号を受けられました。退職後は、平成
５年４月に岡山理科大学理学部教授に赴き、８年間にわたり常勤の職

訃　報

員として勤務されたのち、同13年４月から同学部非常勤講師としてさら
に５年間勤められました。平成18年11月には中国東北師範大学に客
座教授として招聘され、熱心に教育活動に取り組まれました。
　この間、先生は固気・気液・液液界面における分子吸着種や有機超
薄膜の構造解析に取り組まれ、この分野としては日本で初めて、赤外お
よびラマン分光法を導入し、現在でも基礎となる重要な研究成果を多
数あげられました。また、表面増強ラマン分光法や表面増強赤外吸収
分光法のような、測定の高感度化と表面選択律を併せ持つ分光学的手
法の実用化にも大きな業績を残されました。
　平成9年および10年には日本化学会のコロイド界面化学部会の第
11期部会長もおつとめになりました。界面化学分野における分光物理
化学の最前線を示した研究姿勢は、現在、研究者として活躍する多くの
卒業生に大きな影響を与えました。

サントリー生命科学財団 
生物有機科学研究所シンポジウム2014 
ベストディスカッション賞 　　平成26年11月17日

村山　 知　　　  平成26年11月17日　         
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程1年
サントリー生命科学財団 
生物有機科学研究所シンポジウム2014 
ベストディスカッション賞 

小倉 隆太郎　         平成26年9月20日
環境物質化学研究系
分子微生物科学　修士課程2年
日本農芸化学会関西支部 第486回講演会
若手優秀発表賞
「低温菌Shewanella livingstonensis Ac10 の細胞分裂部位
に局在するエイコサペンタエン酸生合成酵素の解析」

宮坂 泰弘
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　研究員
The 9th Asia Pacific Laser Symposium 
Young Researcher Presentation Award　   平成26年4月24日
「Ablation Rate Dependence on Incident Angle and Polarization 
for Copper Irradiated by Femtosecond Laser Pulses」

The ICPEPA-9 Outstanding Student Paper Award
　　　　　　　　　 　　　 　　　　　　　  平成26年10月3日
「Dependence of Ablation Rate on Laser 
Fluence for Metals by Oblique 
Femtosecond Laser Irradiation」

関 　隼人　         平成26年11月10日
元素科学国際研究センター
無機先端機能化学　博士後期課程2年
第4回CSJ化学フェスタ2014 優秀ポスター発表賞
「ペロブスカイト SrFe₁-xNixO₃のイオン価数状態と磁気特性」

保坂 祥輝　         平成26年11月10日
元素科学国際研究センター
無機先端機能化学　博士後期課程1年
第4回CSJ化学フェスタ2014 優秀ポスター発表賞
「2次元に配列した異常高原子価 Fe⁴+を含む
新奇層状ペロブスカイト」

村上 永晃　         平成26年9月17日
元素科学国際研究センター
無機先端機能化学　修士課程2年(平成26年3月24日修了)
第36回応用物理学会 講演奨励賞
「LaAlO₃/CaFeO₂.₅/SrTiO₃ヘテロ構造中の
酸化還元過程における酸素イオン拡散」

黒崎 　諒　         平成26年6月5日
元素科学国際研究センター
無機先端機能化学　修士課程2年
粉体粉末冶金協会 優秀講演論文賞
「ペロブスカイトMn酸化物エピタキシャル薄膜触媒を
用いた酸素還元反応の活性評価」

黄瀬 雄司　         平成26年7月18日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　修士課程2年
第21回セルロース学会年次大会 優秀ポスター賞
「位置選択的反応を用いた両親媒性セルロース系
ボトルブラシの合成」

木村 仁士　         平成26年9月4日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　修士課程1年

第65回コロイドおよび界面化学討論会 ポスター賞
「Au/ZnSヘテロ構造ナノ粒子の合成と光学特性」



　平成26年2月28日（金）、平成25年度の大学院生研究発表会が開催
され、博士後期課程3年生による17件の口頭発表と、修士課程2年生に
よるポスター発表53件が行われました。研究所教職員による厳正な審
査の結果、オーラル賞・ポスター賞各賞が右の方々に授与されました。
どの発表においても化学研究所らしい多様な研究分野の最新の研究
成果が紹介され、活気あふれる研究発表会となりました。

（平成25年度 講演委員会）

平成25年度
化学研究所 大学院生研究発表会
オーラル ・ ポスター賞

オーラル賞
大賞 高分子制御合成研究領域 岩本 貴寛さん
2位 ナノスピントロニクス研究領域 松尾 貞茂さん
3位 複合ナノ解析化学研究領域 麻生 亮太郎さん

ポスター賞
大賞 精密有機合成化学研究領域 早阪 茉奈美さん
2位 高分子材料設計化学研究領域 木田 勝也さん
3位 有機元素化学研究領域 池田 慎さん
 有機元素化学研究領域 粟根 宏幸さん
 構造有機化学研究領域 二子石 師さん
 高分子材料設計化学研究領域 木村 啓二さん
 水圏環境解析化学研究領域 小長谷 亘さん
 分子微生物科学研究領域 森本 亮平さん
 高分子物質科学研究領域 松浦 知彦さん
 レーザー物質科学研究領域 川本 真央さん

　4月1日付けで化学研究所事務長に着任いたしました岡本でござい
ます。化学研究所は伝統がある大きな組織で、今まで施設系課長のみ
の経験しかなく、事務長は初めての経験という私にとっては重責を担う
こととなりますが、皆様方のご指導を仰ぎ、各課長（事務長）とも連携を
とりながら、化学研究所担当事務が一丸となって化学研究所の発展に
貢献できるようにがんばっていく所存ですので、どうぞ宜しくお願い申
し上げます。

化学研究所担当事務長に着任して

化学研究所担当事務長　岡本 重人
　本年4月1日付けで宇治地区事務部総務課化学研究所事務室担当
となりました。伝統ある化学研究所の事務室ということで、責任の重さ
を感じながらも、毎日楽しく仕事をさせていただいています。未経験の
事柄が多く、慣れないことばかりで勉強の日々ではありますが、化学研
究所のお役に立てるよう、精一杯努力してまいりますので、皆様にはご
指導のほどよろしくお願い申し上げます。

化学研究所担当主任に着任して

化学研究所担当主任　大槻 　薫

研究レポート 研究科横断型教育プログラム
研究科横断型教育プログラムに参加して 環境物質化学研究系 分子微生物科学  修士課程2年 岩野 友里子

　「有機化学研究のための基礎」をテーマとした、研究科横
断型教育プログラムに参加させていただきました。本プログ
ラムでは化学研究所内の５研究室の先生方が講義をしてく
ださいました。参加のきっかけは、専ら生物を対象に研究し
てきた私にとって、所内の他分野の研究内容、特に化学系
の研究について、全くと言っていいほど知識がないという状
態であり、自分の専門外の分野についても深く学びたいと
考えたことです。講義では、知識不足で理解できない内容は

多くありましたが、他研究室に向けた講義ということで、今ま
でになく容易に関心を持つことができました。何よりも、普
段バイオの研究を行っている私にとって、化学系の研究に
関する講義は新鮮であり、新しい観点を身につけることが
できました。これらの知見を活かして、今後は、他研究室の
方々と交流しつつ、化学研究所ならではの研究にチャレン
ジしてみたいと考えています。

笠松 幸司　              平成26年3月31日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程1年

日本薬学会 第134年会 学生優秀発表賞
「アミノ酸誘導体の不斉記憶型分子間α-アリール化」

西島 秀幸　               平成26年3月31日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程1年

日本薬学会 第134年会 学生優秀発表賞
「有機触媒を用いるジオール類の
Parallel Kinetic Resolution」

辻　 将吾　               平成26年3月31日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程1年

日本薬学会 第134年会 学生優秀発表賞
「分子進化法を用いた5'末塩基非選択性
TALEタンパク質の創製」

和田 佳之　                平成26年3月31日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程2年

日本薬学会 第134年会 学生優秀発表賞
「ニトロキシル酸化触媒反応における
ヒドリド移動機構の提唱」

馬場 智明　              平成26年6月7日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

モレキュラー・キラリティー2014 最優秀ポスター賞
「軸性不斉アニリン型酸-塩基触媒による
分子内不斉交差アルドール反応」

柳　 正致　              平成26年3月31日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

日本薬学会 第134年会 学生優秀発表賞
「酸クロリドを用いる糖類の触媒的位置
選択的官能基化法の開発」

大学院生＆研究員
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二子石 師　               平成25年8月6日
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程2年

第44回フラーレン・ナノチューブ・グラフェン
総合シンポジウム 若手奨励賞
「含硫黄開口部をもつC60誘導体の合成と窒素分子
内包体のX線構造」

柳　 正致　              平成25年5月28日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程2年

1st International Conference & 6th Symposium 
on Organocatalysis　Best Poster Prize
「Regioselective Deoxygenation of Glucose Derivatives」

津田 亜由美            平成25年10月19日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程1年

第43回複素環化学討論会 Chemistry Letters賞
「トポロジカルキラリティーを持つラセミ体ロタキサンの
触媒的速度論的分割」

栗林 俊文　               平成25年5月11日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程2年

MC2013 ポスター賞
「分子内アミド化を鍵とする官能基化へリセンの合成」

大津寄 悠　               平成25年8月2日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程1年

第33回有機合成若手セミナー 優秀研究発表賞
「軸性不斉エノラートを経由した不斉アルドール
反応のメカニズム解析」

下河 広幸　                平成25年9月7日
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程2年

第24回基礎有機化学討論会 ポスター賞
「色素増感型太陽電池のための分子内B-N配位結合
をもつ緑色色素材料の開発」

黄瀬 雄司　               平成25年9月6日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　修士課程1年

平成25年度繊維学会秋季研究発表会 ポスター賞
「ATRPによる新規hairy-rod型セルロース誘導体の合成」

和佐野 達也　         平成25年11月11日
物質創製化学研究系
有機元素化学　博士後期課程2年

第3回CSJ化学フェスタ2013
最優秀ポスター発表賞
「アルモールおよびそのジアニオンの合成と性質」

西村 秀隆　              平成25年6月12日
物質創製化学研究系
構造有機化学　博士後期課程1年

工学研究科 馬詰研究奨励賞

竹内 裕紀　               平成25年11月6日　
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程1年

第39回反応と合成の進歩シンポジウム
優秀発表賞
「グルコースの触媒的位置選択的修飾による
配糖体天然物の全合成」

中西 洋平　                平成25年2月1日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　博士後期課程2年

第15回高分子表面研究討論会 優秀発表賞
「ポリマーブラシ付与複合微粒子を用いた色素増感太陽
電池の開発：ポリマーブラシの役割」

麻生 亮太郎　           平成25年9月16日
先端ビームナノ科学センター
複合ナノ解析化学　博士後期課程3年

第34回応用物理学会 講演奨励賞
「SrRuO₃エピタキシャル薄膜の走査型透過電子
顕微鏡による局所構造・歪み解析」

水谷 紗弥佳　         平成25年10月31日
バイオインフォマティクスセンター
化学生命科学　博士後期課程3年

JSBi2013 Excellent Poster Award
「A Biclustering Approach to Associating Adverse Drug 
Events with the Patients' Physiological Backgrounds」

乗本 真吾　               平成25年8月30日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　修士課程2年

ICAVS-7 分光イノベーション研究会 ポスター賞
「Analysis of the Preparation Process of a Self-assembled
 Monolayer on Silicon by FT-IR Spectroscopy」

永田 真己　               平成25年7月22日
材料機能化学研究系
ナノスピントロニクス　博士後期課程2年

ISAMMA Best Poster Award
「Ferromagnetic Resonance in Magnetite Thin Films」

丸山 沙織　             平成25年10月26日
環境物質化学研究系
分子微生物科学　修士課程1年

極限環境生物学会第14回年会 ポスター賞
「低温菌 Shewanella livingstonensis Ac10 による
金属還元機構の解析」

木下 智彦　               平成25年3月30日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

日本薬学会 第133年会 学生優秀発表賞
「不斉記憶型 N-C アシル基転移を利用した四置換
炭素含有γ-ラクタムの合成」

塩谷 暢貴　               平成25年8月9日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　修士課程1年

第30回九州コロイドコロキウム学生講演賞
「赤外MAIRS法によるポリ(3-ヘキシルチオフェン)の
スピンコート薄膜の分子配向解析」

奥 　彰彦　
生体機能化学研究系
生体機能設計化学 　博士後期課程1年

サントリー生有研シンポジウム2013 
ベストディスカッション賞         平成25年7月17日
第45回若手ペプチド夏の勉強会 
学生討論部門優秀賞
ポスター発表部門優秀賞        平成25年7月30日

松浦 知彦　               平成25年7月3日
複合基盤化学研究系
高分子物質科学　修士課程2年

IDMPC2013 Poster Presentation Award
「Precursor in Shear-induced Crystallization of 
Isotactic Polystyrene above Melting Temperature
by Micro-beam SAXS and WAXS」

村上 永晃　              平成25年5月29日
元素科学国際研究センター
無機先端機能化学　修士課程2年

粉体粉末冶金協会 若手優秀講演論文賞
「LaAlO₃/CaFeO₂.₅/SrTiO₃ヘテロ構造におけるCaH₂
低温還元反応中の酸素イオン拡散」



広報委員会黄檗担当編集委員／阪部 周二、青山 卓史、島川 祐一、山内 貴恵

化学研究所担当事務室／吉谷 直樹、宮本 真理子、高橋 知世

化学研究所広報室／井上 純子、濵岡 芽里、武平 時代

　新幹線に乗って出張に行くたびに、車窓から見える富士山の美しさに魅
せられる。今年、世界遺産への登録が決まったのは何ともうれしい限りであ
る。富士山は、日本一という高さはもちろんであるが、あれほどに日本人を魅
了するのは、なんと言ってもその美しい裾野のラインではないかと思う。こ
の山を見るたびに「広くしっかりとした裾野があってこその日本一の高さ」で
あることを実感する。化研の研究もしかり。幅広くしっかりとした裾野の研究

があってこそ、優れた高いレベルの研究が生み出される。本号でも、新しい分野へチャレンジした
萌芽的成果や若い人の活発な研究が多く紹介されている。どれも立派な裾野（と言っては失礼な
高いレベルのものも多いが）であり、これから日本一（世界一）へと繋がるものを期待したい。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　         （文責：島川 祐一）

↑ヘリウムを内包したフラー
レンC₆₀の単結晶X線構造解
析。詳細はP4。 ↑ヘリウム原子と窒素原子

を内包したフラーレンC₆₀
の合成。詳細はP4。

←局在表面プラズ
モン共鳴（LSPR）
の発現原理。詳細
はP5。

森　智弥　平成25年3月6日
バイオインフォマティクスセンター 
数理生物情報 博士後期課程2年

情報処理学会
山下記念研究賞
「An Improved Clique-Based Method
 for Computing Edit Distance between
 Rooted Unordered Trees」

森中 裕太　平成25年4月18日
物質創製化学研究系 
構造有機化学 博士後期課程3年（平成25年3月25日修了）

日本化学会第93春季年会 学生講演賞
「ヘリウム原子内包フラーレンの有機合成と
新規異種原子内包フラーレンの発生」

清水 卓也　平成24年11月22日
元素科学国際研究センター 
無機先端機能化学  修士課程2年（平成25年3月25日修了）

粉体粉末冶金協会秋季大会 
優秀講演発表賞
「PtとNbドープSrTi0₃薄膜からなる
ショットキー接合の電流-電圧特性」

川口 祥正　平成24年8月27日
生体機能化学研究系 
生体機能設計化学 博士後期課程1年

サントリー 生命科学財団 
生物有機科学研究所シンポジウム
ベストディスカッション賞 

複合基盤化学研究系 高分子物質科学
修士課程2年 松浦  知彦

SPring-8での実験風景。高分子の結晶構造
の観察を行った。

場所:  SPring-8
期間 : 2012年10月26日～10月28日

　私達の研究室では、高分子の持つ様々な構造を明らかにするために
大型実験施設における実験を行っています。特に兵庫県西播磨にある
大型放射光施設のSPring-8や茨城県東海村にある大強度陽子加速器
施設のJ-PARC等の実験施設を利用しており、今回私が参加したのは
SPring-8におけるX線を用いた散乱実験でした。SPring-8では高輝度の
X線を用いるため、通常のラボでは観察できないような微細な高分子構
造の存在や高分子構造の変化を短時間で明らかにすることができ、研究
を大きく進展させることができます。しかしその一方、大型施設での実験
は通常のラボでの実験とは異なり、自分の好きな時に装置を使えるわけ
ではなく、研究室から離れた場所で決められた期間の中で実験を行わな
ければなりません。そのため、事前に細かい実験条件や実験の際の行動
をシミュレーションしておかなければ、実験が失敗してしまうこともありま

す。このような決められた期間
で実験を行って結果を出すと
いう経験は、これからの研究
人生において非常に貴重なも
のであったと感じています。ま
た大型施設で同様に実験して
いる人達の中には私と同じよ
うな立場の学生も多くいるた
め、私自身も頑張らなければという良い刺激も受けることができました。
今年も大型施設での実験をいくつか控えていますが、その度に研究者と
して成長していけるよう頑張りたく思います。

　平成25年5月9日に第19回化研若手の会が京大生存圏研との合同
若手研究会として開催され，化研から2人，生存圏研から1人の先生に
ご講演をして頂きました。会には大学院生を含め50名以上が参加し，
異分野の内容に対しても活発な議論が行われました。講演会後の懇
親会では，異分野研究者間の交流により将来の共同研究や共同研究
会に向けたディスカッションが行われました。  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （第19回世話役：磯﨑 勝弘）                        

　平成25年3月1日（金）、平成24年度の大学院生研究発表会が
開催され、博士後期課程3年生による21件の口頭発表と、修士課
程2年生によるポスター発表57件が行われました。研究所教職員
による厳正な審査の結果、オーラル賞・ポスター賞各賞が右の
方々に授与されました。どの発表においても化学研究所らしい多
様な研究分野の最新の研究成果が紹介され、活気あふれる研究
発表会となりました。　　　　　　　　　   （平成24年度 講演委員会）

　

平成24年度
化学研究所 大学院生研究発表会 オーラル ・ ポスター賞

研究体験レポート

オーラル大賞 構造有機化学研究領域 森中 裕太さん
オーラル2位 生体機能設計化学研究領域 片山 沙綾香さん
オーラル3位 分子微生物科学研究領域 今井 岳志さん

ポスター大賞 高分子材料設計化学研究領域 水田 悠生さん
ポスター2位 高分子材料設計化学研究領域 前田 圭史さん
ポスター3位 複合ナノ解析化学研究領域 荻本 真央さん

大学院生＆研究員大学院生＆研究員



上田 善弘　
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

The 6th Takeda Science Foundation 
Symposium Excellent Poster Award　
      平成24年9月14日
「Organocatalysis-based Enantioselective 
and Regioselective Total Syntheses of 
Natural Glycosides, Multifidoside A and B」

第42回複素環化学討論会 ポスター賞
   平成24年10月13日
「有機分子触媒による天然物由来医薬品
lanatoside Cの位置選択的アシル化」

三代 憲司　平成24年5月18日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

Symposium on Molecular Chirality 
ASIA 2012 Best Poster Award
「A Novel Chiral Structural Motif Consisting 
of a Cyclic Hydrogen Bonding Network」

繁田　尭　
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程1年

日本薬学会第132年会 
学生優秀発表賞  平成24年3月31日
「基質認識型触媒を用いた長鎖-σ-対称ジオールの
遠隔位不斉非対称化」

第29回有機合成化学セミナー 
ポスター賞  平成24年9月7日
「遠隔位認識型触媒を用いたσ-対称鎖状ジオールの
不斉非対称化」

竹内 裕紀　平成24年8月3日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　修士課程2年

第47回有機反応若手の会 
優秀ポスター賞
「配糖体天然物の超効率的全合成」

中西 洋平　平成24年8月9日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　博士後期課程1年

第43回繊維学会夏季セミナー
優秀ポスター賞
「濃厚ポリマーブラシ効果を利用した全固体型
色素増感太陽電池の開発」

脇内 新樹　平成24年6月7日
材料機能化学研究系
高分子材料設計化学　修士課程2年

平成24年度繊維学会年次大会
若手優秀ポスター賞
「構造の明確なフラーレン末端導入ポリマーの合成」

新谷　恵
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　博士後期課程3年

膜シンポジウム2012 学生賞 平成24年11月7日
「長さの異なる脂質の構成する集合体の形状に
関する溶液NMR‒NOE研究」

第35回溶液化学シンポジウム ポスター賞
   平成24年11月13日
「溶液 1H-NMR による長鎖と短鎖の
リン脂質混合系の形状解析」

長田 浩一　平成24年10月16日
物質創製化学研究系
有機元素化学　修士課程2年

有機金属化学討論会 ポスター賞
「1,2-ジアリールジアルメンの捕捉反応」

宮本　久　平成24年10月23日
物質創製化学研究系
有機元素化学　博士後期課程2年

The 4th Asian Silicon Symposium
Best Poster Award
「Synthetic Study on Novel Ferrocenophanes 
Bridged by a Dimetallene Unit」

島村 一利　平成24年9月11日
材料機能化学研究系
ナノスピントロニクス　博士後期課程3年

第59回（2012年春季）応用物理学会
講演奨励賞
「電気二重層を利用したCo超薄膜の磁性制御」

大崎 勝弘　平成24年11月8日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　修士課程2年

第49回ペプチド討論会 ポスター賞
「アルギニンペプチドの細胞内移行における
syndecan-4及びPKCαの寄与」

西村 秀隆　
物質創製化学研究系
構造有機化学　修士課程2年

第23回基礎有機化学討論会　
ポスター賞  平成24年9月21日
「準平面型酸素架橋トリアリールアミン骨格を用いた
電荷輸送性材料の開発」

第4回薄膜太陽電池セミナー 
薄膜太陽電池奨励賞 平成24年10月18日
「酸素架橋型トリアリールアミン骨格を用いた
電荷輸送性材料の開発」

山田 雅子　平成24年6月26日
先端ビームナノ科学センター
粒子レーザー科学　博士後期課程3年

第二回京都大学理学研究科竹腰賞
「強度変調型六極磁石を用いた
VCNビーム集束実験」

井上 峻介　平成24年5月31日
先端ビームナノ科学センター
レーザー物質科学　博士後期課程3年

レーザー学会 第32回年次大会 
優秀論文発表賞
「フェムト秒レーザー生成高速電子の放出時間測定の
ための自己相関法」

浜田 翔平　平成24年5月12日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年

第10回次世代を担う有機化学シンポジウム 
優秀発表賞
「Electronic Tuningに基づくニトロキシル型
酸化触媒の開発」

受　賞　者受　賞　者

友原 啓介　平成24年3月31日
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程3年(平成24年3月26日修了)

日本薬学会第132年会 学生優秀発表賞
「アミノ酸誘導体の不斉記憶型αアリール化」

田中 大介　平成24年4月12日
物質創製化学研究系
精密無機合成化学　博士後期課程2年

日本化学会第92春季年会学生講演賞
「ポルフィリン誘導体と金クラスターより構成された
ナノ正六面体」

木下 智彦　
物質創製化学研究系
精密有機合成化学　博士後期課程2年

日本薬学会第132年会 
学生優秀発表賞 　　平成24年3月31日
「不斉記憶型分子間共役付加反応の開発と
そのManzacidin A 全合成への応用」

第32回有機合成若手セミナー 
優秀研究発表賞 　　平成24年11月22日
「不斉記憶型 Dieckmann 縮合を利用した
四置換炭素含有環状アミノ酸の合成」



広報委員会黄檗担当編集委員　長谷川 健、島川 祐一、増渕 雄一、肥塚 崇男

化学研究所担当事務室　吉谷 直樹、宮本 真理子、高橋 知世

化学研究所広報室　濵岡 芽里、谷村 道子、中野 友佳子、井上 純子

　本館の耐震改修により一時中断してい
た「化研らしい融合的・開拓的研究」が復
活し、本号巻頭では採択された若手研究者
のプロジェクトに対する熱い思いが特集さ
れています。今年度より外国人枠が設けら

れ、化学という共通言語をもとに異分野のスペシャリストのアイ
デアがまさに化学反応し、国籍を越え、分野を越えた有機的な
連携研究が展開されようとしています。化研の自由な研究環境
の下、共同利用・共同研究拠点事業も含め新たな研究が活発
化していくことが期待されます。最後に、本号の出版にご協力い
ただきました皆様に厚く御礼申し上げます。
                                                                   （文責：肥塚 崇男） 

↑ガラス基板上に作製した
ステアリン酸カドミウム5層
Langmuir-Blodgett膜の非共
鳴偏光ラマンスペクトル。詳
細はP6。

↑ゼラチンでくるん
だ酸化ガドリニウムナ
ノ粒子をマウスに皮
下注射した後の光音
響画像。詳細はP7。

↑ゼラチンでくるんだ酸化ガドリニ
ウムナノ粒子をマウスに静脈注射
した5分後(a)、24時間後(b)の核磁
気共鳴画像。詳細はP7。

宇治地区事務部経理課長
駒村 正章事務部だより事務部だより

　平成23年の4月から宇治地区事務部にお世話になり約2年が経ちました。就
任当初、時任前所長にご挨拶に伺った際に最初に言われたことは、「宇治地区
共通経費を何とかして下さい」でした。簡単に言うと、宇治地区共通経費の決
算額の確定が年度末になることにより、各研究所等の決算に多大な支障をき
たしているので、もっと効率的に予算執行が出来るよう考えて欲しいとの事で
した。これが私が最初にいただいた大きな課題でした。
　これは宇治地区全体の課題でもあり、また、業務の効率化等の課題も併せて
解決する必要があるため、私は就任後すぐに経理課、研究協力課、施設環境課
の主任以下の若手で構成する「宇治地区決算方針検討プロジェクトチーム」を
設置しました。このプロジェクトチームでは予算執行管理の在り方に係る問題
点を洗い出して、その改善策を打ち出すことにより、宇治地区共通経費の早期
確定及び各研究所の効率的な予算執行等を促して、早期決算を実現するため
の方策を検討してまいりました。その改善策等については昨年度11月の「宇治
地区部局長会議」でご承認いただき、今年度、各研究所等のご協力の下、本格
的な取り組みを実施しているところでございます。
　一方、新たな大きな課題として、国の厳しい財政状況等を受け、今年度給与
削減が実施され、平成25年度学内配分の見直しが行われている中、来年度以
降の各研究所の財政状況が非常に厳しくなる事が予想され、事務部を含め、
今まで以上に業務の効率化や経費の削減等に取り組まなければならないと考
えております。
　このような厳しい状況下でありますが、化学研究所の研究教育活動をより一
層に発展させ、効率的な部局運営が図れるよう、事務部といたしまして、最大
限支援させていただきますので、今後ともご協力よろしくお願いいたします。

二年を振り返って

　化学研究所若手研究者国際短期派遣事業を利用し、Master in Mate-
rials Science Exploring Large Scale Facilities (MaMaSELF)のサマース
クールプログラムの参加及びモンペリエ大学Werner教授らと共同研究
を行いました。サマースクールは同年代の学生が欧州を中心に世界中か
ら集まっており、ともに講義を受け交流を深められる良い機会でした。
MaMaSELFは複数の大学にまたがって学位を取得する珍しいシステムで
す。自ら志願してこの制度に臨んだ学生らは研究者としての意識が高く、
良い刺激を受けました。共同研究においてはWerner教授らと実験結果

などについて様々な角度から検討し、
有意義な議論をすることができまし
た。「Bonjour」フランスでは人々がどこ
でも気さくに挨拶を交わしてくれます。
また、電車に乗れば気軽にたくさんの
史跡を回ることもできます。人と時とが
交差する町で過ごした1ヶ月は、今後の私の研究や人生にとって貴重な
経験であったと考えています。

　毎年恒例の宇治キャンパス公開イベントが今年もやってきました。今年
は秋晴れに恵まれたおかげで参加者の出足も好調、キャンパスのあちら
こちらで楽しそうな声が聞こえていました。
　我々の研究室では「身のまわりの高分子材料」というテーマを掲げ、参
加者の皆様にスーパーボールづくりを体験してもらいました。ラテックス
ゴムの溶液にクエン酸を加えるだけで、はじめは液状だったラテックスゴ
ムがみるみるうちに固まり、スーパーボールになっていきます。大人から子
供まで、その様子に驚きの声をあげた後は皆一様に笑顔になっていたこ

とがとても印象に残っています。皆さん僕達
と同じく好奇心旺盛で、鋭い質問にこちらが
思わず考えこんでしまう場面もありました。
　参加者のみならず、僕達も化学の楽しさ、
奥深さを再認識できるキャンパス公開イベ
ントが僕は大好きです。来年もこのキャンパ
ス公開を通じて、たくさんの笑顔と出会える
ことを楽しみにしています。

元素科学国際研究センター 無機先端機能化学
博士後期課程1年 平井　慧

元素科学国際研究センター  遷移金属錯体化学
修士課程1年 竹谷 知祥

場所 :  フランス　モンペリエ大学
期間 :  2012年9月2日～2012年9月26日

MaMaSELF所属の学生たちと観光した時
の写真。筆者は左から1人目。

身のまわりの高分子材料

10月20（土）・21（日） 宇治キャンパス公開 公開ラボに参加して10月20（土）・21（日） 宇治キャンパス公開 公開ラボに参加してReportReport

ReportReport 海外研究レポート海外研究レポート

当日の公開ラボの様子

(a) (b)

MaMaSELF所属の学生たちと観光した時
の写真。筆者は左から1人目。

麻生 亮太郎　平成24年9月18日
先端ビームナノ科学センター
複合ナノ解析化学　博士後期課程2年

15th European Microscopy Congress
Poster Competition 1st PRIZE
「Quantitative Strain Analysis of BaTiO3 Epitaxial 
Thin Films Using Cs-TEM and STEM-EELS」

武藤　愛　平成24年12月16日
バイオインフォマティクスセンター
化学生命科学　特定研究員

第85回日本生化学会大会 鈴木紘一メモリアル賞
(優秀プレゼンテーション賞)
「大域的代謝ネットワーク中で保存された
化学反応モジュールからみる代謝パスウェイの進化」



岡　信三郎 名誉教授 ご逝去
　岡 信三郎先生は、3月12日逝去されました。享年
85歳。
　先生は、昭和22年9月京都帝国大学理学部化学
科を卒業され、同年10月京都帝国大学結核研究所に研究員として、同23年
6月に京都大学化学研究所文部教官として就任、同35年12月に化学研究
所助教授に、同48年11月に化学研究所教授に任ぜられ、有機単位反応研
究部門を担当されました。その後、平成元年3月に停年退官され、京都大学
名誉教授の称号を受けられました。
　先生は、在任中一貫して有機合成化学の研究と大学院教育に従事され、
特に、高分子化合物の合成を目的とする各種官能性有機化合物の合成と、
有機金属化合物を用いる有機化学反応の開発について、基礎と応用の両
面から重要な研究業績を残され、この分野の発展に大きく貢献されました。
　さらに先生は、化学研究所における元素分析技術を確立され、その他の
諸共通分析機器の管理運営にも絶大な精力を傾けられました。
　この間、先生は、化学研究所の幾つかの常置委員会の委員および委員長
として化学研究所の発展に努められると同時に、学内においても、幾つかの
委員会委員や調査員を務められました。学外においては、日本化学会、触媒
学会、有機合成化学会の会員として、代議員や幹事等を務められ、学会の運
営と発展に貢献されました。

訃　報

広報委員会黄檗担当編集委員

長谷川 健、島川 祐一、増渕 雄一、肥塚 崇男

化学研究所担当事務室

吉谷 直樹、宮本 真理子、高橋 知世

化学研究所広報室

濱岡 芽里、谷村 道子、中野 友佳子、井上 純子

平成24年3月31日 任期満了　　　　

准教授　小林 研介（材料機能化学研究系）　  　　　　　　    大阪大学 教授に

特定助教（寄附研究部門）　辻野 康夫（水化学エネルギー（AGC）研究部門）　   
                                                           株式会社ジーエス・ユアサコーポレーションに

助教　川本　純（環境物質化学研究系 特殊環境微生物研究プロジェクト）　  
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　   化学研究所 助教に　

特定研究員（産官学連携）　木下 広美（バイオインフォマティクスセンター）

特定助教（産官学連携）　畝山 多加志（複合基盤化学研究系）  金沢大学 助教に

特定研究員（産官学連携）　財部 将孝（バイオインフォマティクスセンター）　
                           株式会社ブレインチャイルドデータマイニングコンサルタントに

教授　栗原 達夫（環境物質化学研究系）　　　　   　    化学研究所 准教授から

平成24年3月1日　　　　　　　　　　　　昇　  任

教授　倉田 博基（先端ビームナノ科学センター）　　     化学研究所 准教授から

平成24年4月1日 昇　  任　　　　

准教授　千葉 大地（材料機能化学研究系）　  　　　　    化学研究所 助教から

技術専門員  大嶺 恭子（環境物質化学研究系）     化学研究所 技術専門職員から

教授　金久　實（バイオインフォマティクスセンター）　化学研究所 特任教授に

平成24年3月31日　　　　　　　　　　　定年退職

特定研究員（産官学連携）　狩野 康人（環境物質化学研究系）　
　　　　　　　　　　　　　　　  理化学研究所生命システム研究センターに

平成24年5月31日　　　　　　　　　　　辞　  職

特定助教（産官学連携）　磯﨑 勝弘（元素科学国際研究センター）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  物質・材料研究機構から

平成24年6月1日　　　　　　　　　　　   採　  用

特定研究員（最先端研究）　福地 将志（環境物質化学研究系）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　住友ゴム工業株式会社に

平成24年6月30日　　　　　　　　　　　辞　  職

助教　川添 嘉徳（生体機能化学研究系）　  　　　　　　神奈川大学 理学部に

平成24年4月30日　　　　　　　　　　　任期満了

 肥塚 崇男
助教

肥塚 崇男
助教

正井 博和

助教

正井 博和
助教

村田 靖次郎
教授「新規小分子内包フラーレンの有機合成と個体物性探索」の

研究助成のため　● 公益財団法人池谷科学技術振興財団
酸化物ガラス蛍光体開発に関する研究助成のため
● 公益財団法人大倉和親記念財団

酸化物ガラス蛍光体開発に関する研究助成のため
● 公益財団法人矢崎科学技術振興記念財団

「モノリグノール代謝経路を改変した易分解性木質バイオマス
の開発」に対する研究助成　● 財団法人松籟科学技術振興財団
「ハーブフレーバー成分の化学構造と抗微生物活性に関する
研究」に対する助成　● 公益財団法人日本食品化学研究振興財団

奨学寄附金 （平成23年12月～平成24年5月採択分 財団等よりの競争的研究資金）

共同研究 （平成24年1～5月契約分）

● 民間企業
新規触媒開発に関する共同研究

 他6件

教授

金谷 利治● 三井化学株式会社
結晶性高分子の構造解析手法の研究

● 株式会社日本中性子光学
粒子ビーム用光学素子及び測定系の開発

● 朝日レントゲン工業株式会社
CTスペクトル分析

教授

中村 正治

准教授

岩下 芳久

● 民間企業
有機太陽電池のための新規有機材料開発の予備検討 准教授

若宮 淳志

教授

伊藤 嘉昭

　この4月から事務部長に就任いたしましたので、最初に少し自己紹介をさせていただきま
す。出身は京都市（京大病院で生まれる）で、縁があって京都大学に就職いたしました。最初の
配属は教養部（総合人間学部）でして、その後、事務本部、他機関を25年近く経験後、3年前に
工学研究科にお世話になり、それからこちらに就任することになりました。部局事務としては3
つ目になりますが、研究所での勤務は初めてということになります。
　宇治地区にはこれまで何度か訪れたことがあり、道路の塀に囲まれ、少し暗いイメージ
でしかありませんでしたが、ここ数年の間に塀が取り払われ、宇治おうばくプラザが建てら
れ、宇治キャンパス公開が実施されるなど、本当に開かれた大学になったと感じております。
　さて、本学では全学的に事務改革が進められており、宇治地区においても4月10日（火）開
催の宇治地区研究所長会議において「宇治地区事務改革検討会」が設置されたところです。
宇治地区事務部につきましては、既に平成12年4月に統合事務部を設置しており、今後は、①
業務処理の簡素化・効率化、②各研究所担当事務室の在り方、③教員が研究教育に専念でき
る環境整備について検討されることになっております。
　事務改革の一環に「教職協働」というのがあり、教員の先生方と事務方がともに情報等を共
有し業務を進めることにより、なお一層の成果が期待されるというものですが、私といたしまし
てはこれを推進したいと考えております。これらの事務改革の趣旨をご理解いただきご協力を
お願いいたします。
　最後になりましたが、化学研究所の研究教育活動が円滑に進み、更に発展できるよう宇治
地区事務部が一丸となってサポートしたいと思っておりますので、今後ともどうぞよろしくお願
い申し上げます。

　本稿執筆日にちょうど
12年版の科学技術白書
が閣議決定されました。
そこでは震災と原発事
故によって失われた、国
民の科学者に対する信

頼の回復が課題として挙げられています。本号
の佐藤所長の就任記事では、まさにそのような
社会的背景を意識した取り組みへの強い意欲
が表明されています。社会的要請に応えつつ、
大学院生の座談会や研究紹介記事にあるよう
な自由に研究できる環境を維持するために、
広報が担う役割はさらに大きくなっています。
本号関係各位に御礼申し上げるとともに、皆様
方の今後の更なるご協力をお願いします。　
　　　　　　　　　　　（文責：増渕 雄一） 

事務部だより事務部だより
事務部長就任にあたって

宇治地区事務部長
田村 京市

↑グルタチオン (GSH) の代謝
とγ-グルタミルトランスペプチ
ダーゼ (GGT)。詳細はP6。

↑塩素置換したフタロシア
ニン銅分子の円環状明視
野STEM像。詳細はP7。

↑結晶粒界の円環状暗
視野STEM像。詳細は
P7。

採　  用　　　　

特定研究員（最先端研究）　福地 将志（環境物質化学研究系）　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　化学研究所 研究員（GCOE）から　

特定研究員（産官学連携）　白石　匠（物質創製化学研究系）　　　　　   新規　

特定研究員（産官学連携）    池内 志帆（バイオインフォマティクスセンター）   
　　　　　　　　　　　　　　　　 有限会社パスウェイソリューションズから　

特定研究員（産官学連携）    神谷 知美（バイオインフォマティクスセンター）   
　　　　　　　　　　　　　　　　 有限会社パスウェイソリューションズから　

特定研究員（産官学連携）    山本 留美子（バイオインフォマティクスセンター）
　　　　　　　　　　　　　　　 　有限会社パスウェイソリューションズから　

平成24年4月1日
助教　坂本 雅典（物質創製化学研究系）　  　　　　　　　筑波大学 助教から

助教　川本　純（環境物質化学研究系）　　　　　　　   
 化学研究所 助教（環境物質化学研究系 特殊環境微生物研究プロジェクト）から　

助教 山内 貴恵（先端ビームナノ科学センター 生体分子反応場構造研究プロジェクト） 
　　　　　　　　　　　    生存基盤科学研究ユニット特定助教（特別教育研究）から　

特定研究員（産官学連携）   大井 万史（元素科学国際研究センター）    
　　　　　　　　　　　　　  物質―細胞統合システム拠点研究員（WPI）から　

物質創製化学研究系 有機元素化学
修士課程2年

長田 浩一

ICHAC-10に参加して頂いた学生との写真。
筆者は後列左から4番目。

国際シンポジウム裏方体験談国際シンポジウム裏方体験談

宮本　久　平成24年4月12日
物質創製化学研究系 有機元素化学 博士後期課程2年

日本化学会第92春季年会 学生講演賞
「アンサ型フェロセニルジゲルメンの合成検討」

奥　彰彦　平成24年3月31日
生体機能化学研究系 生体機能設計化学 修士課程2年

日本薬学会第132年会 学生優秀発表賞
「細胞内安定型ユビキチン多量体の
構築のための新しいアプローチ」

片山 沙綾香　平成24年3月31日
生体機能化学研究系 生体機能設計化学 博士後期課程3年

日本薬学会第132年会 学生優秀発表賞
「ミトコンドリアを標的にする膜透過性
ペプチドの創製と活性分子送達」

藤村　昴　平成24年5月25日
環境物質化学研究系 分子材料化学  修士課程2年

高分子学会 NMR研究会 若手ポスター賞 
(2012第1回NMR研究会)
「P3HT:C60混合膜におけるドナー／アクセプター
相互作用の固体NMR解析」

中川 尚久　平成23年12月5日
元素科学国際研究センター 典型元素機能化学 博士後期課程3年

第1回CSJ化学フェスタ ―2011世界化学年記念大会―
優秀ポスター発表賞
「鉄触媒クロスカップリング反応を用いた
オレフィン類の精密合成手法の開発」

福地 将志　平成24年5月25日
環境物質化学研究系 分子材料化学 特定研究員

高分子学会 NMR研究会 若手ポスター賞 
(2012第1回NMR研究会)
「ホスフィンオキシド系材料の固体NMR」

杉浦 美和　平成24年５月19日
環境物質化学研究系 分子微生物科学 修士課程2年

第59回日本生化学会近畿支部例会 優秀発表賞
「低温菌 Shewanella livingstonensis Ac10 の
エイコサペンタエン酸欠損が外膜タンパク質に
及ぼす影響」

会議名 :  The 10th International Conference on Heteroatom Chemistry (ICHAC-10)
期間 : 2012年5月20日～5月25日　場所 : 京都大学 宇治キャンパス

　第10回国際ヘテロ原子化学会議（ICHAC-10）が平成24年5月20日か
ら25日にかけて京大宇治キャンパスにて開催され、私は幹事研究室の一
員としてこの国際会議に参加しました。世界各国から著名な先生方が参
加されるということで、初めは緊張と不安で一杯でしたが、参加者の方々
のご協力もあり無事に閉会を迎えることができました。今回の国際会議で
は発表者と触れ合う機会が多く、様々な分野の研究者と活発に議論する
ことができました。自分と同じ研究分野は勿論ですが、異分野の研究者と
のディスカッションも非常に刺激的で、自分の研究について様々な視点か

ら考える良い機会となりました。23
日のExcursionでは「保津川下り、嵐
山ツアー」に参加し、観光案内をし
ました。道中、多くの参加者と化学以
外のことも話すことができ楽しい時
間を過ごしました。今回の国際会議では100名近くの海外からの研究者
と交流を深めることができ、海外へ行って研究してみたいという気持ちが
より一層強くなりました。

辻井 敬亘● 生存圏研究所との連携プロジェクト

グリーン・サスティナブルケミカルプロセス基盤技術開発

セルロースナノファイバー強化による自動車用高機能化
グリーン部材の研究開発 教授



藤田 榮一 名誉教授 ご逝去

宮本 武明 名誉教授 ご逝去

　藤田榮一先生は平成23年7月24日逝去されまし
た。享年89。
  先生は、昭和18年9月京都帝国大学医学部薬学科
を卒業され、同年9月より京都帝国大学医学部副手
として勤務されました。昭和20年3月に海軍薬剤大尉（正七位）に任じられ、
復員後、同21年10月京都帝国大学大学院医学部特別研究生、同26年10月
徳島大学薬学部助教授、同29年4月に同教授を経て、同37年12月に京都大
学化学研究所教授に就任されました。昭和60年3月に京都大学を定年退官
し、同年4月に京都大学名誉教授の称号を受けられました。この間、昭和57
年4月から同59年3月まで京都大学化学研究所長を務められました。昭和
60年4月に大阪薬科大学長に就任され、学長を2期務められた後、平成3年
3月任期満了により退職されました。さらに、昭和62年6月に岡崎国立共同研
究機構分子科学研究所評議員に就任され、6年間に亘り評議員を務められ
た後、平成5年5月に任期満了により退職されました。
　先生は永年に亘って天然物化学と有機化学の研究に邁進され、昭和53年
4月には｢ジテルペン、特にカウレン関連化合物に関する研究｣により日本薬
学会学術賞を受けられました。その後も、不斉合成研究、生理活性天然物の
全合成研究、癌治療用放射線増感剤の開発等、多くの卓越した研究成果を
あげられ、300編以上の論文として発表されました。また、先生は、徳島大学
と京都大学での34年間に亘る研究教育指導による人材育成に尽力され、極
めて多くの大学教授、助教授を輩出されました。
　さらに、日本薬学会、日本化学会、有機合成化学協会および、近畿化学会
など諸学協会の運営と発展に多大な貢献をされ、昭和55年には日本薬学会
近畿支部支部長、昭和59年には有機合成化学協会関西支部支部長を務め
られました。これら一連の秀逸な研究業績と教育への多大な貢献により、平
成8年11月に勲二等旭日重光賞を受けられました。

　宮本武明先生は、平成23年6月2日逝去されまし
た。享年74。
　先生は、昭和37年3月京都大学工学部を卒業、昭
和39年3月同大学院工学研究科修士課程を修了後、
日東紡績(株)勤務を経て、昭和42年6月に京都大学化学研究所助手に任ぜ
られ、昭和52年1月同助教授、昭和63年4月同教授に昇任されました。その
間、平成6年4月から2年間、化学研究所所長を務められています。平成12年
3月に退官され、京都大学名誉教授の称号を受けられました。退官後は、平
成18年3月までの6年間、松江工業高等専門学校の校長を務められ、同校名
誉教授の称号を受けられました。国際交流にも尽力され、平成16年、中国武
漢大学東湖分校から名誉教授の称号が授与されました。
　先生の研究は、繊維化学、高分子材料学の全般にわたっています。高分子
化合物の分子特性解析、特には、ブロック共重合体の研究にいち早く取り組
まれ、その後、対象を天然高分子に広げ、学術的にも実際的にも価値ある数
多くの成果を残されました。羊毛ケラチンの構造と機能特性に関する研究で
は、成分タンパク質の構造転移の基礎的解明から重金属吸着剤などへの応
用までを手がけられ、これらの業績に対して、昭和58年度繊維学会賞が授
与されました。昨今、バイオマスとして注目されるセルロースに関しては、先
んじて誘導体の構造・物性研究に取り組まれ、その系統的な研究は、国内外
の高い評価を受けられました。また同時に、多くの優れた人材を輩出されて
います。
　さらに、繊維学会やセルロース学会では学会長を務められるなど、諸学協
会の運営と発展に多大な貢献をされました。その優れた功績が認められ、平
成12年度繊維学会功績賞、平成14年度セルロース学会功績賞を受けられ
ました。

訃　報

広報委員会黄檗担当編集委員

村田 靖次郎、金谷 利治、
小林 研介、則末 和宏

化学研究所担当事務室

吉谷 直樹、宮本 真理子、
高橋 知世

化学研究所広報室

谷村 道子、柘植　彩、
中野 友佳子、濱岡 芽里、
井上 純子

　本号では、時任所長の所長退任挨拶が掲載され
ております。2008年4月の就任以来、所長のリー
ダーシップのもと、耐震改修の完了、共同利用・共
同研究拠点事業の開始など、化研の研究環境が
大幅に向上しました。これらの事業、および今後の

化研に期待されることが所長より語られています。
　また、様々なニュースが掲載されております。化研らしい取り組みが
さらに活発化してきたことを実感しております。最後になりましたが、本
号の出版にご協力いただきました皆様に厚く御礼申し上げます。      　     
                                                                              （文責：則末 和宏） 

事務部だより事務部だより
キャンパスの屋外環境について三枝 栄子　平成23年10月21日

物質創製化学研究系　
有機元素化学　博士研究員

第15回ケイ素化学協会
シンポジウム ポスター賞
「かさ高いベンジル置換シリレンの発生」

濵田 翔平　平成23年11月5日
物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　博士後期課程2年

第44回酸化反応討論会
優秀ポスター賞
「新規ニトロキシル型酸化触媒の
開発とその特性」

繁田　尭　平成23年10月21日
物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　博士前期課程2年

第41回複素環化学討論会
優秀ポスター賞
「遠隔位認識型アシル化触媒を用いた
σ-対称鎖状ジオールの不斉非対称化」

百武　龍一　平成23年11月16日
物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　博士前期課程1年

有機合成若手セミナー ポスター賞
「セリン誘導体を用いる不斉記憶型分子内
共役付加によるβ-ラクタムの不斉合成」

能代 大輔　平成23年9月29日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程3年

日本ペプチド学会
第48回ペプチド討論会 ポスター賞
「ヒスチジン含有アラメチシン誘導体を
用いた金属イオンによるリーケージ制御」

広瀬 久昭　平成23年9月29日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程3年

日本ペプチド学会
第48回ペプチド討論会 ポスター賞
「アルギニンペプチドの直接膜透過により
形成される粒状構造物に関する研究」

大崎 勝弘　平成23年9月29日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士前期課程1年

日本ペプチド学会
第48回ペプチド討論会 ポスター賞
「へリックス二量体型リガンドで活性化される
人口EGF受容体の創製と細胞機能制御」

宮坂 泰弘　平成23年5月25日
先端ビームナノ科学センター 
レーザー物質科学 　博士後期課程1年

レーザー学会 優秀論文発表賞
「金属のフェムト秒レーザーナノアブレーション機構
～放出イオン特性の放射角度分布測定～」

今井 岳志　平成23年9月24日
環境物質化学研究系
分子微生物科学　博士後期課程2年

第84回日本生化学会大会 
鈴木紘一メモリアル賞
「亜セレン酸還元経路に関する研究」

上田　慧 　平成23年12月20日
元素科学国際研究センター
光ナノ量子元素科学　博士前期課程2年

第22回光物性研究会 奨励賞
「Dynamics of Quantized Auger 
Recombination in Si1-xGex Nanocrystals」

duVERLE, David 　平成23年7月20日
バイオインフォマティクスセンター
生命知識工学　博士後期課程3年

IBSB2011 Best  Poster Award
「Reverse-engineering Gene Regulatory 
Networks Using Time Series」

東　佑翼　平成23年5月30日
生体機能化学研究系
生体機能設計化学　博士後期課程3年

第21回金属の関与する生体関連反応シンポジウム 
ポスター賞
「Selective Sensing of Nickel(Ⅱ) by a Helical
Peptide Bearing a Pair of Dipicolylamine Moieties」

濱田 孝則　平成23年8月30日
複合基盤化学研究系
高分子物質科学　博士前期課程2年

第42回繊維学会 夏季セミナー
優秀ポスター賞
「Ｘ線散乱によるアイソタクチックポリメチル
メタクリレートの結晶化誘導期中における構造解析」

中村　誠 　平成23年8月30日
複合基盤化学研究系
高分子物質科学　博士前期課程2年

第42回繊維学会 夏季セミナー
優秀ポスター賞
「中性子反射率法を用いたポリメチルメタクリレート
薄膜のガラス転移温度分布に関する研究」

新谷　恵　平成23年11月19日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　博士後期課程3年

日本膜学会 膜シンポジウム 学生賞
「溶液NMR-NOE測定とMD計算を用いた
脂質膜中の小分子の相互作用解析」

松尾 勇志　平成23年11月16日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　博士前期課程2年

第34回溶液化学シンポジウム ポスター賞
「脂質膜中に取り込まれたナフタレン
誘導体の溶液1H-NMR測定」

栗田 祐志　平成23年10月6日
複合基盤化学研究系
分子レオロジー　博士前期課程1年

日本レオロジー学会
第59回日本レオロジー討論会 ポスター賞
「誘電的に検出される1,2-ポリブタジエンセグメントの評価」

　宇治キャンパスには、中央を東西に貫くグリーンベルトがあります。こ
こは植栽が維持・継承されたキャンパスのシンボルストリートともなっ
ており、最先端研究の地に心休まる景観と憩いの場を提供しています。
　その東端にある事務部棟の南外壁面に、昨年の夏、ゴーヤによるグ
リーンカーテンを施しました。苗、プランター、土などは宇治市の市民モ
ニターに参加して入手したものです。幅25ｍに渡るゴーヤは見事に成
長して、高さは3階の窓に届くまでになりました。折しも3月に発生した東
日本大震災の影響で節電が叫ばれ、本学も全学をあげて夏季の節電プ
ログラムを導入した時期でした。
　宇治キャンパスでは節電対策として共通部分ではエレベータの利用
停止・制限やエントランス・廊下の照明消灯などを実施しました。各研
究室におかれましても個別に策定いただいた対策に取り組まれたとこ
ろです。おかげさまで宇治地区におきましても大きな効果を得ることが
できました。
　このような中で、グリーンカーテンは日除けとして節電に貢献すると
ともに、通りにも涼しげな壁面緑化としてキャンパスに潤いを与えるも
のとなりました。この取り組みは宇治市の花と緑のコンテストにおいて
受賞も果たしており、今後もぜひ継続できればと考えております。
　一方、今年度は正門から北側の市道が宇治市の工事により拡幅整備
されます。キャンパスでは既にオープン化されているおうばくプラザ周
辺以外は未整備のままとなっているため、正門周辺においては既存の
桜などを活かした緑地・広場整備や歩行者空間の舗装改善を中心に環
境整備を行い、耐震改修された本館の外観にも調和するキャンパスの
エントランスゾーンを形成したいと考えております。
　施設環境課ではこれからも各委員会と連携しながら、屋外環境の維
持改善を推進して参りますので、今後ともよろしくお願いいたします。

宇治地区事務部施設環境課課長
浅井 達夫

お詫びと訂正
黄檗35号(2011年7月発行） 新任教員紹介、（P7）肥塚 崇男助教の略歴で誤りが
ございました。
(誤)京都大学 生存圏研究所 産官学連携研究員 2008～2010年
(正)米国 ミシガン大学 日本学術振興会 海外特別研究員 2008～2009年
 　 京都大学 生存圏研究所 産官学連携研究員 2009～2010年
読者の皆さまならびに関係各位にご迷惑をお掛けしましたことをお詫びするとともに、
ここに訂正させていただきます。 

竹内 裕紀　
物質創製化学研究系　
精密有機合成化学　博士前期課程1年

有機合成若手セミナー ポスター賞　平成23年11月16日
「有機分子触媒を用いたエラジタンニンの短段階全合成研究」

Outstanding C&FC 2011 Poster Presentation
                                                                              平成23年12月7日
「An Organocatalytic Regioselective  Approach 
toward Short Total Syntheses of Tellimagrandin I and II」

↑a) [n]CPP (n = 8～13)の合成と[10]CPPとC60の選択
的包接 　b) 包接体のCPKモデル。詳細はP7。

↑2枚のポルフィリンに挟
まれたH2O＠C60の単結晶
X線構造。詳細はP5。

↑半導体基板上の人
工原子と測定系の概
念図。詳細はP9。

木村　浩　平成23年11月16日
環境物質化学研究系
分子環境解析化学　博士後期課程3年

第34回溶液化学シンポジウム ポスター賞
「In situ NMR を用いたグルコース
水熱反応の機構および速度論的解析」






